
創価教育 第5号

「『人生地理学』補 注」補遺(第1回)

斎 藤 正 二

編集部解題

第三文明社刊 『牧口常三郎全集』(全10巻 、198!～1996年)の 凡例には、「本全集は、牧 口常三

郎の全業績を、現在の段階までに蒐集可能となった資料にもとづき、能 うかぎり原著 ・原論文の

もともとのすがたを復元するよう細心の配慮を注ぎ」、「あくまで原典の復元(=保 存)に 忠実で

あろうとする基本方針を貫いてある」、「下欄の 〈脚注〉には、〔…〕原著 ・原論文の記述内容をよ

りよく読解(=享 受)す るのに必要かつ役立つと思われる本文中の語彙またはフレーズについて

の語義的注解を主に、ひろく公刊当時の文化風潮に関する解説などを付することとした。 〈脚注〉

は、原則 として、見開き二ページごとに番号を付して本文 との照合に支障を来たさないよう工夫

し、なおいっそ う詳細なる注解を必要とする場合には、巻末 〈補注〉として該注解を一括 して収

め、これにも、本文との照合に便なるよう番号を付した」(下線、解題者)と ある。

とりわけ、斎藤正二(当 時創価大学教授)が 編集責任に当たった第1巻 『人生地理学(上)』 と

第2巻 『人生地理学(下)』 は、まさに博引労証と呼ぶに相応 しい充実 した 〈脚注 ・補注〉が見事

であり、従来の(つ ま り同全集刊行以前の)牧 口常三郎に関する定説 ・印象を大きく書き換える

上で絶大な功績があったことは、研究者間でっとに知られるところである(牧 口研究に与えた同

補注の影響に関しては、本誌今号所収の拙稿 「斎藤正二の牧 口常三郎研究」を参照されたい)。た

だし、第2巻 『人生地理学(下)』 の注釈に関しては、巻末の 「編纂 ・校訂 ・注釈おぼえ書き」の

なかで斎藤 自身が次のように述べている。

「本 第二巻 『人生地理学(下)』 に関 して是 非 とも付言 してお かなければ ならぬ必要事項 は、次 の二点 で

ある。(一)脚 注 は、結論(第 四編に当たる)/第 三十 四章地理学 の予期 し得べき効果 、に至 るまでの、

全 チャプターを残 らず取 り扱 ってある こと。(二)補 注は、校注者 の健康状態お よび知 的準備状況 に制約

され て、第二編地人相 関の媒介 としての 自然/第 十 九章気候、の中途 まで しか取 り扱い得 なかったこ と。

せ めて第二巻 『人生地理学(下)』 には、第二編/第 二十 二章人類、 まで の六つの章の補注 を収載 したか

ったのだが、或 る一っ の項 目にニカ月 も三カ月 も費や して百枚近い原稿 を書いたか とお も うと、そ の隣

りの童謡 歌詞 の穿盤 に半歳 も費や して作者 ・出典の手懸 か りさえ掴む ことが出来ず、その結果 、編集部

の机 上には第 二編第三編各章 の補注五〇〇ペ ージ相 当分 量が積み上 げられているに もかかわ らず 、番 号

順にっなが らない個処が歯欠けの ごとく随処 に生 じ、已むを得ず斯 くのご とき処置を採 らざるを得 なか

ShojiSait・(創 価 大 学名 誉 教 授)
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っ た」(1)(下 線 、解 題者)

その後も斎藤は 〈補注〉の残 り部分(『人生地理学』第2編 第19章 「気候」の補注9以 降)の 完

成を目指 していたが、健康上の制約もあり(上記おぼえ書きでは 「〔癌手術で〕膵臓の五分の四と、

胆嚢、脾臓と、肝臓のわずかな部分と、要するに内臓三ツ半が切除されてしまっていた」と述べ

てお り(2)、 また最晩年の文章にも 「この二年五ヵEの 期間内に、わたくしは狭心症で一度、心

筋梗塞で二度、膵臓尾部切除後機能検査 に の検査が意外に長期に亙った)で 一度、都合五たび入院

を強いられ、自分なりに痛苦の限りを嘗め味わわされた」(3)とある)、2011年1月 の彼の逝去に

よってついに未完の儘 となった。 しかし上記引用文に 「第二編第三編各章の補注五〇〇ページ相

当分量」が出来ていたとあるように、実はかなりの部分が書き溜められていた。今回、斎藤氏の

御遺族の御諒解のもと、補注の未公刊部分を 〈遺稿〉という形で本誌に連載させて頂くこととな

り、御遺族にはこの場を借 りて胸奥より深 く感謝を申し上げる次第である。

遺稿は 『人生地理学』第2編 ・第3編 に亘るが、分量や内容の纏ま りから判断し、第3編 補注

から連載することにした。今回掲載するのは、「第三篇 地球を舞台としての人類生活現象/第 二

十三章 社会」のための二つの補注である。すなわち、<補注1>の 「社会てふ語」は、「社会」

という日本語が明治近代になってか ら定着する過程についての解説であり、〈補注2>の 「「社会

主義」と云ひ」は、明治時代全期を通 じて 「社会主義」の思想と運動が辿った推移発展にっいて

の解説である。文字通 り命を削っての渾身の注釈文をなにとぞ御味読頂きたい。

なお、編集に際し、岩木勇作氏(創 価大学大学院博士後期課程)に 協力を頂いた。

(伊藤貴雄 記)

凡 例

・表 記 は 基本 的 に第 三 文 明社 刊 『牧 口常三 郎 全 集 第 二 巻 人 生 地 理 学(下)』 の補 注 に 準拠 す る
。

た と えば 、 「1社 会 て ふ語(一 九三ペー ジ、注1)」 は、 同書193ペ ー ジ に見 え る 「社 会 て ふ 語 」 に

付 され た く脚 注1>の た め の く補 注1>を 意 味 す る。

・原 稿 は縦 書 きだ が そ れ を横 書 き に直 した
。 そ れ 以 外 は原 稿 の指 示 を極 力 反 映 して あ る。 文 中の

引用 形 式 は 『全 集 』補 注 に準 拠 し、 引用 原 典(縦 書 き)の 右 ・左傍 線 は 下線 に統 一 した 。

・字 体 は新 字 に統 一 して あ る
。 旧仮 名 遣 い は そ の ま ま と した 。

・お ど り字 の表 記 は 次 の よ うに改 め た
。くの字 点 は 「々 々 」あ るい は 「》 判 に した。漢 字 は 「々 」、

か な は ㌧ 」 「ゴ」、 カ ナ は 「、」 「マ」 で統 一 して い る。

・明治 時代 まで 慣 用 され た 「tr」「井 」 「子 」 「1キ」 な ど の仮名 表 記 は 「こ と」 「ゐ(ヰ)」 「ね(ネ)」

「トキ」 な どに 改 め た。 変 体 仮名(「 烹」 な ど)は 現 代仮 名 遣 い に改 め た 。

(1)『 牧 口常 三郎 全 集 第2巻 』 第 三 文 明社
、1996年 、549頁 。

(2)同 上
、545頁 。

(3)『 斎 藤 正 二著 作 選 集 第4巻 』 八坂 書 房
、2006年 、611頁 。
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補 注

第三篇 地球を舞台としての人類生活現象

第二十三章 社 会

1社 会てふ語(一 九三ページ、注1)脚 注に言及 した 「日本語 『社会』が明治近代になってか

ら定着する過程に関して」参考文献を提示する手続きから始めることにしよう。まず手初めに、
よみものふ う め とお

やわらかい"読 物風"の 記事にお眼通 しありたいとおもう。やわらかいが案外に学問的良心を以
もく

て貫かれたことで戦前に名著 と目されて広範囲の読者を獲i得していた、あの石井研堂(明 治二十

年代いっぱい、東京教育社 〈社長 日下部三之介〉発行の少年雑誌 「少国民」の編集に従事し、当

時 として教育ジャーナリズムの最先端で活躍していた人物であった)著 『改訂増補 ・明治事物起

源上巻』(一九四四年十一月、奉陽堂刊)を ひ らくと、その 「第七編教育学術部」に、次のごとき

記事に出会 う。

社 会 の 語 の 幼 名

漢語 の社会は、 もと、土神 の祭 りと、人 の集会の語にて、 〔正法念経〕 第九巻 に、『彼の人是の如 く社

会等の 中に妄語 し悪説 す』 などあ り、村人の集 りといふ位の意義な り。

それが、明治維新直後 には、商事の会社に も、又世の 中といふや うな意義 にも混用 され し。

即 ち明治 四年版中村氏の 〔自由之理〕 には、仲間会社 とあ り、十九年版石川氏の 〔大英律〕には、商

事会社 を社会 と訳出せ り。

辞書類には、 この ソサイテ ィな る原語を、最初如何 に訳付 けたるかを見るに、

(1)メ ー氏 〔英華辞 典〕(一 八 四七年即弘化四年上海版)に は、会、結社

(2)開 成所版 〔英和対訳袖珍辞書〕(慶応 三年再板)に は、仲間、交 り、一致

(3)柳 澤氏 〔英華辞彙〕(明 治二年板)に は、簸題会

(4)吉 田氏 〔英和辞典〕(明 治五年板)に は、兄弟 の因 ミ、仲間、交 り、社 中、会、結社

(5)室 田氏 〔西洋開化 史〕(明 治五年十二月訳述)凡 例 に、

一
、往々俗間なる語 を用 るは、原語 ソシエテーの訳な り、此 ソシエテー なる一字は、衆人相交 る

所の其民族 を称 して言 ふ辞 な り。支那人 は会の一字 を以て之を訳 すれ ども簡 に して意 を尽 さず、

又予嘗て、試に之を俗化 と訳 したれ ども、未 だ適 切な らざるを覚ゆ。又人 問世俗、又民衆会合、

等の訳あ りと錐も、只暫 く俗間或は世俗若 くは俗化等 の訳 を用ふ。

(6)明 治A年 五B一 日、松 山棟庵 の、三 田集会所 開場 祝文中に 『相互 に利害 を共 に し、得失 を同 うす

るの心 を生 じ、始めて人 間会社(ソ サイエティ)の 趣 を為 し云々』 とあ り。

斯 く区々に訳 出せ られてあ りしが、之を現今 の如 く、社会を、民衆世 態の意 に使用せ るは、明治九年

十月発行 の 〔家庭叢談〕第十 四号 が、祖な るべ し。

次 で同年 出版 ギゾーの 〔文 明史〕、同十一年版塚原氏訳 〔論理学〕な ど同 じ。

社会学 の新語 に至 りては、尺振八氏 の 〔斯氏教育学〕、十五年版乗竹氏 の 〔社会学原理〕を嚇矢 とすべ

く、明治二十六年東京帝大文科大学 に、社会学講座 を設 け らる 墨に及びて、始 めて一新学名 となれ り。

社 会 学 の 始

社会学 は、ギゾー、バ ツクルの文明史、及 びケー リーの経済書に系統 を引き、 スペ ンサーの社会学、
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一時最 も盛んに行はれ
、有賀氏之 を応用 して、社会進化論 を著 はせ り。

よみものぶん か じレヴェルハイ きわ

このように書写 してみると、なるほど、昭和戦前の"読 物文化"と い うのは高 水準 を極め

尽くしていたんだなあと、あらためて感心もし、感服もさせられる。こんにちとは違って影像文

化の鄭 のほうはあま難 歩しておらず、知的好奇心の嚇 な老糊 女はもっぱら活字媒体の世
ヘ ヘ ヘ へ

界に視線を向けざるを得なかったのだから、いやでも"読 物文化、の水準に 《底上げ》ないし《高

級志向化》の傾向があらわれたのだろうし、それを殊更に賞めそやすには当たらぬではないか、

との冷たい見方も、あるいは成 り立つかとは思 う。 しかし、それにしては、現代の(こ の場合、
いわゆる

高度経済成長を果たした一九七〇年代以降の 日本資本主義社会全体をさしているが)所 謂"マ ス
レヴェルロウ　 おお かく

コミ活字文化"の 低 水準ぶ りは覆い隠すすべ もないほどに明らかではないか、とい うのが、当
オブジェクション

方の反論意見の骨子であるけれ ど、ここで昭和戦前の"読 物文化"に 関する論争をたたかわせて
お あた いえど

みても仕方無い。(筆者が賞讃措 く能わざる戦前大衆文化と錐 もなお、現実の幾千万人大衆の眼

からすれば 「高嶺の花」に過ぎなかったのであり、大多数民衆はといえば義務教育たる尋常小学

校の課程を終えたあとは滅多に書籍雑誌に触れる機会 さえ与えられていなかった、とい う客観的

歴史事実から出発し直 してこそ、はじめて正 しい議論が成立すると反省 させ られるからである。)

一 石井研堂の名著 『明治事物起源 ・上巻』所載の前掲記事が押さえてみせる最小限の必須知

ほ

識は、若き牧 口常三郎によって略ぼ完全に収得されてあった。なにしろ、『人生地理学』第三編地

理を舞台としての人類生活現象の記述全部がまさしく《社会 とは何か》《社会とは如何にあるべき
いち じ いち じ

か》《社会をどうい う方向に変えていったらよいか》 とい う基本命題 と取 り組んで一字々々深 く

思索しながら書き進められた作業であるのだから、たんなる言語表現上の用例を比較 した り書誌

学上の詮索をあれこれ加えたりしてみても、そのような企ては、しょせん、牧口思想の解明には

あまり役立たない(ぜ んぜん役立たない、などといった、慎みの無い発言は差 し控えるべきであ
ヘ ヘ ヘ へ

るが)。なに しろ、『人生地理学』は菊判三百ページ余を費や してまるまる社会に関する記述をお
チャプタ　

こない(け っして 「第二十三章社会」の 章 だけで社会に関する追求作業をおこなったのでは
ヘ ヘ ヘ ヘ へ

なかった)、 当時としてそれこそ徹底的なる社会科学的探究を押 しすすめた著作であるのだから、

われわれとして、この時代の(す なわち、明治前期中期 ごろまでの)社 会学専門分野での 「社会」

概念の登場→受容→学的確立→定着→普及のプロセスを正確かつ精細に跡づけておく義務に迫 ら

れているように思 う。
すいこう とくがくようせつ

当面の義務遂行のために、本稿筆者の選んだ手段は、篤学天折の秀才の残 した仕事である 『下

出隼吉遺稿』(一九三二年四月刊、非売品)に 準拠して、日本近代思想史(な い し日本近代科学理

論史)の なかでの 「社会」概念の輸入=翻 訳のありさまや学問的確立=定 着の足どりを明らかに
とうがい

する作業である。なぜ当該遺稿集を特に選んだかとい うと、このテーマを研究対象にして執筆公

表された学術論文は昭和戦前には数が少なく、且つ下出作品 「明治社会学史資料(一)(二)」(も

と 『社会学雑誌』第十八号 〈大正十四年十月発行〉、同誌第二十三号 〈大正十五年三月発行〉に分

載 されたもの)よ り以上の高い水準を越えたものも殆 ど無いからとの理由にもとつく。晩年の牧
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口常三郎は極めて熱心に社会学文献を読み漁った痕跡が うかがえるから、これはおよそ推測の域

を出られないことをあらかじめ断わり書きしておかなければならないけれ ど、しかし、牧口が当
プロバビリティもと

該下出論文や下出遺稿著作を視野の下に入れていた 公 算 は必ず しも小さくない、と考え、そ

のこともまた、本稿のこの場所に当該論文必要部分の引用をおこな う第二第三の理由となったこ

とを明らかにしてお く。さて、下出論文 「明治社会学史資料(一)」 の起稿趣旨をば、現在時点か

ら公平に検討 してみるのに、「所謂社会学説が本邦に紹介せ られて此方、過去四十余年の文献資料

が、時の流れ と共に、益々散逸する恐れのある今 日、之が資料の蒐集整理及研究は徒爾ではない」

との立場から、基本文献史料を蒐集 し且っ記録せんとするところに、その目標を置いていたこと

が明白に看取し得 る。「震災等により追々古い文献の失はれゆく今 日、私は之等の人々の社会学的

文献に限 りのない愛着を覚ゆると共に、語学の発達未だ充分でなく、研究設備の未だなく、其研

究の困難な りし明治の初年、所謂新文化創成期に於いて発表せられた社会学に関する文献資料が、

其態様の現時に比 して、甚 しく稚拙であつたとは云へ、相当苦心せ られた跡を見る時、是に敬意

を表すると共に、私は今の内に之等文献資料を記録に留めて置きたいと思ふ。」と、みずから記す

とおりである。強いて各文献の学問的価値を問 う記述を差 し控え、材料=事 実の提示を主要 目的
いろ あ

にして文章を綴ったがゆえに、下出のこの論文は、今 目の時点に及んでも、色槌せずに命脈を保

つことが可能であり得た。

しか

而して、下出は、明治十六年(「其第一の起点は其実質の如何に拘はらず、恐らくは本邦に於け

る最初の著述 としての態様を備へた有賀長雄氏の社会学の発表のせ られた」年)よ り明治三十六

年(「東京帝国大学文科大学に於いて本邦最初の社会学研究室が開かれた」年)に 至る二十年間を
そ てい

「第一の時代」と措定 してみせ(そ れから、大正十二年の関東大震災以前を 「第二の時代」とし、
もく

それ以後を 「第三の時代」とするが、そちらのほうに区分法は必ずしも適切と目し難いと愚考さ
　 　 　 　　

れるので、今は従わない)、謂うところの 「第一時代以前に於いての所謂社会学並びに多少とも社

会学に関係のある文献を編年体に挙ぐれば次の如きものがある。」として、瑚 治四年/▲ 自由之
ミ ル

理 中村 敬 太 郎 訳 。 原 著JohnStuartMill:OnLiberty,一 千 八 百 七 十年 倫 敦 出版 英 国 弥 爾 著。

一 千八 百七 十 一 年(明 治 四年 初 冬)新 刻
。 第 一冊 一 第 二冊 下 駿 河 静 岡 木 平謙 一 郎 版 、第 三 冊一 第

五 冊 同人 社 蔵 版 。」 以 下 の列 挙 をお こな う。

明 治 八年

▲ 弥児 経済 論 二 十 九 冊。 原 著PrinciplesofPoliticalEconomy.林 董 訳 蔵 版 二 書堂 発 免 初 篇 巻 六以

下 林董 閲鈴 木 重 孝 訳 英 蘭 堂 蔵版 。

明 治 九 年

▲ 国 法 汎論 イ ・カ ・ブ ル ンチ ュ リ著 、加 藤 弘 之訳 。 原 著J.K,Bluntschli:AllgemeineStaatsrecht・

明治 九 年 四 月 七 日出版 、近 藤 圭 造 出 版 人。

明治 十 年

▲欧 羅 巴文 明 史 仏 ギ ゾー 著 、米 ヘ ン リー訳 述 、永峰 秀 樹 再 訳 。原 書HistoryofcivilizationinEurope.

NewYork.translatedbyHenry.明 治 十年 六 月 二十 五 日出版 、 東 京 奎 章 閣蔵 版 。
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▲ 生 理 提 要 英 国龍 動 ホ クス レー 原 撰 、米 国紐 育 ユ ー マ ンス 増 訂 、日本 備 後 小 林 義 直 訳 述 。英 蘭 堂蔵 版 。

原 書ThomasH.Huxley:ElementaryLessonsinPhysiology.1866,明 治 十 年 四 月 十 六 日版 権 免 許 。

A利 学 上 下 二巻 。 英 国弥 留 氏 原 著 。 大 日本 西周 訳 述 、掬 翠 楼 蔵 版 。 原 書Utilitarism ,1863.… ・

明 治 十 一 年

▲ 交 際 論 附 経 済 米 国ペ ン シル バ アニ ヤ大 学 トンプ ソ ン著 、加 藤 政 之助 訳。 明治 十 一 年 十 月 出版 、慶 慮

義 塾 出版 社発 免 、一 千 八 百 七 十 五 年 原 書 出版 。

▲ 論 理 学 全。 チ ャ ンバ ー 原 著 、塚 本 周 造 訳 、 大 井 鎌 吉 訂。 明 治 十 一年 十一 月 文 部 省 印 行 、 百 科 全 書 ノ

内 。

▲ 斯辺 撒 氏 代 議政 体論 鈴 木 義 宗 訳 。 原 書H,Spencer:RepresentativeGovernment .明 治 十 年 十 二 月

出版 、 翠濤i軒蔵 版 。

▲ 立 法 論 綱 ベ ン サ ム原 著 、 島 田三 郎 重 訳 。 原 書IntroductiontothePrinciplesofMoralsand

Legislation.1789.明 治 十 一 年五 月御 用 書 物 師 律 書 房 発 行 。

明治十三年

▲斯氏教育論 尺振八訳。原書 ス氏Education;Intellectual,MoralandPhysica1.1875.NewYork,

明治十三年 四月発行、文 部省版権所有。

▲斯辺撒氏干渉論 全。 鈴木義宗訳述、原著者H.Spencer,明 治十三年二.月発行、耕 文舎蔵 版。

明治十 四年

▲社会平権論 英国炮 巴土斯辺項著 、松 島剛訳。原書。H,Spencer:SocialStatics.1864.2nd,edition,

著者小伝原著者序文及米国版 序文あ り。 明治十 四年五月 同年六月巻二、最後に明治十 七年 二月巻 六出版

大野尭運 出版、報告社発免。

▲哲学字彙 英人弗列冥の哲学字典 を根拠 とし、井上哲次郎氏及和 田垣謙 三、国府寺新作 、有賀長雄諸

氏等の編纂せ るもの。

▲女権真論 英国ハーバー ト・スペ ンサー氏著、 日本井上勤訳。 明治十四年一月発行 、思誠堂蔵版。

明治十五年

▲社会学之原理 甲乙。外 山正一閲、乗竹孝 太郎訳述。原書H,Spencer:ThePrinciplesofSociology .

Ist.Vol.発 行 年月 日同書に附記せ られず、但 し訳者 序に 「明治十五年 四E」 の記録 あ り。本訳書は東

京経済学講習会に於 いて講義録 を発行す るに当 り訳せ るもの、訳は原文に必 しも拘泥せず。

▲権理提綱 改訂。英国斯辺項著、尾崎行雄訳完。原書H,Spencer:SocialStatics.の 抄訳、明治十

五年六月再版。 丸善醤書房出版。

初版出版の時期 は不明、但 し訳者序 に 「即 ち其権 理を論 ずる者 十有余篇 を抄訳 し題 して権理提綱 と云ふ

爾来既に五星霜 を経過 し」 とあれば明治十一年前後か と思は る。

△刑 法原理獄則論綱完 英国学士 波 ・斯辺鎖氏著、 日本 山口松五郎訳。 明治十五年十月印行。

△社会哲学 全。林包明著。明治十五年七月 出版、著者 蔵版。

△人権新説 全。加藤弘之著、谷 山楼蔵著。 明治十五年十月出版。

△ 自由之理評論 土居光華、漆 間真学合訳。原 書HenryThomasBuckle:AnEssayonMr.Mil1'sLiberty,

明治十五年 九月 出版。

△政治真論 一名主権弁妄、英 国ベ ンサ ム著、日本藤 田四郎訳 。原書Bentham:AFragmentonGovernment.

明治十五年 七月印行、 自由出版会社発行。原著者小伝 あ り。

△国家生理 学 二編。独国学士仏郎都 著、訳者不 明但 し序文 は九鬼隆一氏。原書不 明、Frantz:Die

NaturlehredesStaates.か と思は る。第一編 明治十五年十一月訳行第二編明治十七年 十二月訳行、文

部省発行。

斯 く列挙をおこなったあと、下出隼吉は、みずからが謂 う第一時代に先立つ初期時代にあら
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われた 「社会」概念ないし 「社会」術語事例から得 られる一般性格を総括 してみせる。

「以上の如きものが、私の知れる所では、第一時代以前のものとして数えらる》が、其大部分

は翻訳又は翻案であり、而して当時の社会状態の然らしむる所か、其大部分は政治論として、或

は夫れを目的 として紹介せられて居 り、学問をすることそれは天下国家を論ずるが為めであると

云ふが如き書生論的な風が之等の文献に遺憾なくあらはれて居る。只乗竹氏訳社会学之原理は大

分趣きを異にして居れど、之とても外山氏の序文には学問即天下国家を論ずると云ふ風がいくら

か現はれて居 り、著書 として発表せ られた林包明氏の社会哲学の如きに至つては、今 日の所謂社

会哲学とは全 く趣きを異にして、其殆んど大部分は政治論である。従つて此時代に於ける社会学

説の傾向等に就いては殆んど注意すべきものはない。」と。そ して、さらに、これ ら用字例に対し

て一層詳細なる分析的注解を加えてゆく。下出が示すその分析的注解が、幸運にも、われわれの
バ ッ ク ア ッ プ

この補注作業を大いに後方援助してくれることになるのである。

只妓に記 す可きは、今 日社会学 と訳 されて居 るSociologyな る言葉が最初如何に翻訳せ られたか と云

ふ ことであ る。私の知 る文献に就 いて云へ ば本邦 に於いて コム トの社 会学説 が梢 具体的に紹 介せ られ た

のは先 に掲げた明治十一年十一月文部省 印行 の塚本周造氏訳の 『論理学』が恐 らく最 初ではなかつたか

と思 はれ る。

註。之 よ り一 ヶ月先、即ち明治十一年十 月に出版せ られた る加藤政之助氏訳 『交際論 』には コム トの

名が現はれて居 り、学説の一端が述べ られて居れ ど、塚本氏訳 の 『論理学』程具体的の ものではな

く、次の如 き句があ るのみである。

「コム トの曰く学問の真味は前言のカにあ りと故 に其前言す可 らざる者は之を学問 と云ふ可 らず例

令へ ば舎密学の如 く何にて も二つの元素或は其混合物 の親和 に依て何 々の混合物を生ず可 しと前言

す るを得 るが故 に之 を舎密 の学問 とこそは云ふ な り。」

塚本氏訳 『論理学』 の第九十二頁以下には次の如 き句があ る。
アブストライクト

「オー グス ト・コン ト氏始て学術 にこの二大 区別を建 て而 して所謂、抜類学科 を分画 した ること至
ヘ へ 　

て厳 明な り、其説 に由れ ば則算学、星学、理学、化学、生活学 、交 際学 は抜類学科 に して 六種の根

元たる性 質及び 功用 に適合す夫れ算学 は数、量、度を説 き星学 は中心 に偏 向す ることを論 し物理学

は凝聚 して形を成せ る物体 を論 し化学 は同 しか らざる物質の親 和を論 じ生活学 は動植物の 生活す る
ヘ ヘ ヘ ヘヘ ヘ へ

所以を論 じ交際学は人生 交際 の設立 を論ず る者 と定めた り。○斯 く学科 の次序 を立 てたる も同氏の

説に依れば是を 自然至当の次序 とな し是等 の学術始て発明せ られ し順 序 も亦此 の如 しとな し且此数

者 を学ぶに も亦此の序 に従て漸 々に進 めは則ち其理 を了会 し得 ること至て易 しといふ」。

とあ り、又同書第百十四頁以下 には次 の如 く書いてある。
　 ヘ ヘ ヘへ

「交際学は人間社会の理を講ずるの学にして其論する所の発象多端にして前に位する五大学科の理
ヘ ヘ ヘ へ

悉く存せざる無ければ則之を末位に置けり夫れ人世交際の態情は無機体有機体の性質と万物の霊た

る人心の性質とに基きて成る而して人及び社会の生命皆是の学科に論ずる所の理を離るy能 はず是

の利を益々能く証明し得るときに生命も亦益完好なるを得べし、人間の交態は人心天然の性質に依

頼すること更に近密なるが故に他の諸学の尚未だ明ならざりし時代より世人既に人心の理法と共に

交際を其浅短の思想に由りて講究せり然れどもコント氏曰く他の諸学開明に進めば交際学も亦然ら

ざるなきことの証左史冊上に歴々たりと、交際学は平和進歩の両語ありて各其意を異にすること猶

器械学に動静二別あり生活学に生活成長の両力ありて之を論別するがごとし平和とは交際の情態変

易することなく依然として平和なるを謂ひ進歩とは交際の情態変易して更に善に進み例は奴隷より
ママ

自由に進むが如きを謂ふ な り蓋 此の二者 を判然論別す るを得 ば交際を知 り歴史 を観 るに大 なる稗益

あるべ し」(以 下省略)
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　 ヘ へ

本書によれ ばSociologyな る言葉 は交際学 と訳 され て居 り(交 際学 なる語は加藤 政之助氏訳の 『交際

論附経 済』 に既 にあれ ど果 してSociologyを 交際学 と訳 したるものか、或は社会主義 の ことを云へ るも

のか訳 文に就 いては余 り明 らかでない)、現今謂ふ所 の静学、動学 は平和、進歩 と訳 されて居 るのが見 ら

れ る。 尚右 に掲 げた文章の 中に、一 ヶ所 「社会 」 と云ふ言葉が現はれてゐる。英語 のSocietyを 社会 と

訳 したのは明治 九年頃 か らか と思 はれ る。私 の知れ る所ではギゾーの欧羅巴文 明史 の翻訳 の内明治九年

五月に出版 され た巻七 に 「其人民 の結 んで一体の社会 とな りたる時代」 とあるのが最初 か と思 はれ る。

そ して最初 は専 ら三 田系の人 々に用ひ られた もの と見え、明治九年十月 二十三 日発行 の家庭叢談第十四
ヘ ヘ ヘ へ

号に 「必ず 日本社会 に於て選び抜 きの士 なる可 し。」又同十五号に、「今 暫 く大空社会 の話 を止 め、我々
へ 　

の人間社会 の事 に及 ばん とす るに此社会 の事柄 も等 しく釣合 を保 たず しては順序 の立たぬ ものな り。」

(『新 旧時代』第一巻第一号参照)等 とあ りて社会 なる言葉が使はれて居 るのが見 られ る。之 よ り以前に

ては私 の見 る所 によれば、慶応 二年 出版 の英和辞典 にはSocietyを 仲間、一 致、交 り等 と訳 して居 り、

又 明治 四年 出版の 『自由之理』(ミル原著 中村敬太郎訳)に はSocietyを 仲間、会社 と訳 して居 り、Social

libertyを 人倫交際上 の自由等 と訳 して居 る。之に依つて見れ ば塚本周造氏訳の 『論理学』が出た頃は

「社会」 と云ふ言葉 は、未だ一般に普及 されて居 らず、一部 の人 々にのみ使 はれて居った もの と見え、

塚本氏 の文章 にはSocietyを 「社会」 と訳 したのは只一 ヶ所だけで、あ とは多 くは 「交際」 と訳 して居

り、従つ てSociologyを も 「交際学 」 と訳 したもの と思はれる。

現今一般 に用ひ られ る 「社会学」 と云ふ学名 が文献 に表 はれた のは、尺振八氏が明治十三年四月にス

ペ ンサー の教育学を翻訳 した、 「斯氏教育論」 が最初ではないか と思 はれ る。

即 ち同書 の第一篇 「何を以て最大の価 値ある学識 とす るや を論ず」の第五十三頁の終 りに次の如 き句

がある。

「舷 に又人生事業の成否に直接 の関係 を有 し、吾輩 の当 に注意せ ざるべか らざる一科 の学 術あ り、
へ 　 へ

社会学 なるもの則是な り。今夫 れ 日々金 銭通利 の景況を考へ、貨物の時価 を察 し、予め穀 物、綿、

砂糖、羊毛、絹等の収獲の多少 を トし、戦争 の勝敗 を計 り、以て商業上の処置 法を判決す る人 は、
へ 　 へ

即 ち、社会学を学べる者 と謂 ふべ し。其行ふ所 は固 よ り経験上の臆 断を逞 ふす るに過 ぎず して、許

多の誤謬 を免れ ざるべ し、然れ ども尚其考究判決す る所、善 く真 理に合ふ と否 らざる とに由て、或
ヘ ヘ へ

は賞賓 を得、或は其利得 を失ふ所の社会学の生徒 な りと謂 はざるを得ず。」云々

とある。Sociologyを 尺氏は社会 学 と訳 され て居 り、Societyは 凡て社会 と訳 され て居 る。 併 し乍 ら

Sociologyを 社 会学 と訳す るこ とは未 だ一般 に、殊 に当時の学界のオー ソリチー であつた東京 大学辺の

人 々に認 め られなかった ものか、之よ り後 に著 は された、明治十四年 四月出版 の恐 らくは我 国最初の哲

学辞典 とも看倣 され る 『哲学字彙』 にはSociology及 びSocialScienceを 「世態学」 と訳 されて居 る。

而 して此頃には最早 一般 に 「社会」 と云ふ言葉は普及 したものかSocietyは 此哲学 字彙に も矢 張 り社会

と訳 されて居 る。同哲学字彙 には東京大学三学部(法 文理)印 行 とあ り、井上哲次郎博士 が中心になっ

て編纂 された もので、同氏 が漢文体で序文を書いて居 られ る。其序文は次の如 く書 いてある。
フレミング

此 書 拠 二 英 人 弗 到冥 氏 哲 学 字 典_而 起 稿 。 然 該 書 不=多 載 一 近 世 之 字_。 因 与 一 文 学 士 和 田

垣 謙 三 、 文 学 士 国府 寺 新 作 、 並 有 賀 長 雄 等_偏 捜 一 索 諸 書_所 一 増 加_甚 多 。 云 々

とあ る。之 に依 れ ば哲 学 字 彙 編 纂 に就 い て は 、有賀 長 雄 氏 も関 係 せ られ た様 子 で あれ ば 、或 はSociology

に 関 し て の 言 葉 は 、 主 と し て 有 賀 氏 が 訳 され た も の で は な い か と思 は る ㌻の で あ る 。 尚 同 書 に は

Sociologyに 関す る術 語 と して 次 の 如 く翻 訳せ られ て 載 せ られ て 居 る。

Affinity異 性婚 姻 、Association投 合 、Bigamy一 夫 両 妻 、Co㎜unity社 会 、Consanguinity同 姓 婚

姻 、Co・peration協 合 、Cosmogeny社 会 啓 発 論 、Cosmophyly社 会 化 醇 論 、DescentofMan人 類 成 来 、

Distribution散 布 、分 配 、Dynamics動 勢 論(世 態 学)動 学(物 理 学)、Endogamy同 族 婚 姻 、Evoluti・n

化 醇 、進 化 、開 進 、Theoryofevoluti・n化 醇 論 、進 化 論 、Exogamy異 族 婚 姻 、Factor要 素 、Gentile

system氏 族 割 拠 、Heterogeneity彪 雑 、Homogeneity純 一 、Marriage婚 姻 、Monogamy一 夫 一 妻 、Positive

Philosophy実 験 哲 学 、SyntheticPhilosophy総 合 哲 学 、Polyandry一 夫 多 妻 、Polygamy一 妻 多 夫 、

PrimitiveMan原 人 、Pr・duct成 果 、Race種 属 、Relation戚 鱗 、Socialism社 会 論 、Statics静 状論
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(世態学)、静学(物 理学)、Structure結 構 、Trog!odite穴 居人種、Union情 交等。

即 ち之に依つて見れば、以上 の如 き用語が 、当時 の所謂世態学 に、多 く用ひ られ て居っ たもの と見 ら

れ る。而 して之 を、此哲学字彙に次 いで出版せ られ たスペ ンサー原著乗竹 氏訳 『社会学 之原理』(明 治十

五年出版)並 びに、有賀氏 の 『社会 学』(明 治十六年出版)と 対照 して考察 して見れ ば、之等の言葉 の多

くが、 スペ ンサーの社会学を説 くに最 も多 く使 はれ た言葉で あ り、之 よ り後、第一の時代 の丁 度中頃に

当る明治二十六年、東京帝大文科大 学に始 めて社会 学講座 が設 け られ、外 山博士が同講座 を担任せ られ

る頃迄 スペ ンセ リアン社会学が我学 界に最 も重要なる地位 を占めたが、之等 の傾向は既 に此頃か ら表は

れ て居つた事 が以上掲げた術語 によつて も窺 はれ るのである。

尚S・ciologyを 此頃未だ社会 学 と訳 さなかつ たのは東京大学の人々の許 りでなく、哲学字彙が出版せ

られ た同 じ年 に表は された、スペ ンサー のSocialStaticsを 翻訳せ る松島剛氏訳 『社会平権論 』に も、
へ 　 ヘ へ 　 　 ヘ ヘ へ

最 初に掲 げ られた スペ ンサー小伝 にはPrinciplesofSociologyを 社会原論 と訳 して居 り、社会学原理

とは未 だ訳 され て居 なかつた様 である。

以上の如 き有様で我国では最初Sociologyを 翻訳 するに、交際学 とか世態学 とか、或は社会学社会原

論 とか訳 して一定 して居 らなかつた様で、一般 に社会学 と云ふに至つ たのは私 の思ふ所では、スペ ンサ

ー原 著乗 竹孝 太 郎氏 訳 の 『社 会学 之原 理 』以 後 では ない か と思はれ る。 同書は スペ ンサ ー のThe

PrinciplesofSociologyを 翻訳 した もので、外 山正一博士が、風変 りな現代の学術書 には一寸見 られ

ない、新体詩で序文を書いて居 られ る。此書 が出版せ られた頃は、丁度我国に新体詩 が流行 り初 めた頃

で外 山博士は可な り之に熱中せ られ 、井上哲次郎博士等 と明治十五年五月に我国最初 の 『新体詩抄』 を

丸善 か ら出版せ られた程の事 であれ ば此社会学原理 にも新体詩で序文を書かれたもの と見 える。 同序文

には次 の如き句があ る。
まの

前略、之に劣 らぬスペ ンセル 、同 じ道理 を拡 張 し、化醇の法で進むのは、面あた り見る草木や 、動物

のみ にあらず して、凡そあ りとしある者 は、活物 死物それ のみか、有形無形其れ ン㌧の、区別 も更

に無か りしを、真理究はめ しその知識 、感 ずるも尚余 りあ り、 され ば心の働き も、思想 知識の発 達
ヘ へ

も、言語宗 旨の改 良も、社会の事 も皆都 て、同 じ理合 のものなれ ば、既 にものせ る哲学の、原理の
へ 　 ヘ へ 　 ヘ へ

論ぞ 之に次 ぐ、生物学の原理 や ら、心理の学の原 理をば、土台 とな して今更に、社会の学の原理 を

ば、書 にものせ らる最 中ぞ、此書に載せて説かる 》は、その社会 とは何 ものぞ、其発達は如何な る

ぞ、その結構 に作用 に、社会の種類如何な るや、種族 と親 と其子等 の、利害の異同如何な るや、男

女の中の交際や 、女子 に子供の有様や、取扱の異同や ら、種 々な政府 の違ひや ら、違ひの起 る原因

や、僧侶社 会のある故や、其変遷の原因や、儀式、工業、国言葉 、知識美術や道徳の、時 と場所 と

の異同にて、遷 り変 りて化醇す る、そ の有様 を詳細に、論述な して三巻 の、長 さ文 にぞせ らる可 き、

(以下少 しく略)

とある。少 しく冗長に失する嫌ひ はあれ ど、此序文 はスペ ンサーの学説 の紹介 とも見 られ、或意味 に於

い ては外 山博士の社会学説 とも見 らる可 く、又之 には外 山博士の如何に も疎放洒脱 な風格の現 はれ て居

るこ とで あれば今少 しく掲 げてみ ると、 同序文の終 りには、

広 き世界の其 中に、恐 る可 き者多 けれ ど、智犬 同士の戦ひ に、越 した るものはあ らぬか し、狙ひ

きまらぬ棒打 ちの、仲間入 りこそ危ふ けれ、今 の世界は麗じ颪 、烈 しく旋 る時なるぞ、烈 しき中ヘ ツ
めくるめ

イー寸、巻 きこまれた ら運 のつき、足 もす は らず瞑眩 き、頭 は最 とS"ぐ らつきて、 くるSSySと

廻 は されて 、透問 もあらず廻は され て、あげ くの果 ては空 中へ、巻 きあげ られ て落 とされ て、始 て
とうがらし はや て

暁る其 時は、早や遅そ蒔 きの辣 椒 、後悔前 きに立たぬな り、腿風烈 しく吹 くときは、その吹 く中に
ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ へ

過 ま りて、船 を入 がれぬ舵取 りの、上手 とこそは云ふべ けれ 、政府の舵 を取 る者や 、輿論 を誘 ふ人
ヘ ヘ ヘ ヘヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ へ

達 は、社会学をば勉強 し、能 く慎みて軽卒 に、働かぬ様願 は しや。明治十五年 四月 ン山外山正一識 。

とある。Sociologyを 社会学 と翻訳 して居 られ 、Societyを 社会 と云はれて居る。而 して私の見た所の

文献 によれば之よ り以後一般に 「社 会学」 と云ふ学名 が用ひ られ る様になつたものと思ふので ある。
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以上のごとき克明精細を極める追跡作業の成果が公平かつ好意的に評価せ られることとなり、
タ　 ミノロジ　

下 出隼 吉 説(す な わ ち 「社 会 」Society;Societeの 学術 用 語 は概 ね 明 治 九年 な い し十 年 ご ろ ま

で に成 立 し、 「社 会 学 」Soci・1・gy;Sociologieの そ れ も明治 十 五 年 以 前 に公 認 され て いた 、 と

あか パラレル

い う文献的事実を証 した学説)は 、昭和戦前から第二次大戦後まで久しく定説=通 説の位置に在

りっづけている。 じじっ、こんにちに及んでもなおこの位置を追われてはいない し、前掲石井研
なら

堂 『明治事物起源』所説 と讐んで、ごくごく当然の事柄のように斯学後進人士か ら引用ないし再

引用されているのを、屡々眼にするのである。そして、石井所説および下出所論に見える客観的

学問事実は、若き牧 口常三郎も必ずや これを自己学問視界のなかに押 さえ得たことであろ うとお

もわれるし、もしかすると、その晩年期には下出論文そのもの石井著作そのものを入手し且つ精
あえ さ

読 したこともあり得なくはないともおもわれる。本補注が敢て少なからざるページを割いて 「社
へ 　 ヘ ヘ へ つと ゆ え ん

会てふ語」のいわく来歴の解明に努めた所以である。

しかし、第二次大戦後における日本の学問の高度成長はまことに素晴 しく、自然科学方面のみ

ならず社会科学 ・人文科学の領野においてさえ驚くべき新研究が為 され新成果が続々と樹立され

ていった全体的趨勢のなかで、そのほんの一部分である語彙成立史の研究も当然ながら長足の進
ヘ ヘ ヘ へ

歩を遂げた。すべては 《平和》 と 《繁栄》とのおこぼれを頂いたと評して差し支えないが、昭和
ひ ご う へ 　 ヘ ヘ ヘ へ

戦前ならば或いは軍隊に取られて非業の死を強要されたかも知れない秀才たちが、いのちながえ
へ じゃくねん じ

て若 年時からの宿題諾懸案をっぎつぎに解決 し、それらを論文形式や単行本形態で世間に発表
チャンス たいへい

する好機に恵まれたとは、なんとも幸運だった、としか言いようもない。あらためて、泰平の世、
しょうへい わ ひ と

昌 平の世に生まれ合わせた喜びを、我れ他人 ともに確認 しておきたい。そのような第二次大戦
じゆんりょう か じつ

後の文化状況であったればこそ"望 外の"も しくは"予 想外"の 醇 良 果実に恵まれた事例の

ひ とっとして、ここで、ぜひ とも紹介 したいのは斎藤毅 『明治のことば一束から西への架け橋一』

(一九七七年十一月、講談社刊)と い う書物である。斎藤毅は一九一三年(大 正二年)山 口県に生

まれ、東京大学文学部国文学科を卒業し、昭和戦前期に満洲へ渡って建国大学助教授となったが

敗戦に出会い、引き揚げ者として 日本に戻る。帰国後、国立国会図書館に勤務、のちのち国会図
し りょうや

書館副館長の重要ポス トに陞進するまで"ラ イブラリアン(司書 ・図書館員 ・史 料 屋と訳す)"
かっきん っと

ひと筋に精励恪勤これ努めた、とい う経歴を持つ。国立図書館短期大学設立にともない、教授 と

して迎えられ、のち同短大学長に任ぜ られた。この書物の 「あとがき」に 《自己素描》および 《自

著相対化》の文章が見える。あくまで謙抑で、"最 後のりベラリス ト"の 面目躍如たるものがあ

る。「著者は、国語学の専門家ではない。さりとて、別の専門領域に深い知識をもっているものと

も申しがたい。 したがって、できあがった本書は、国語学の専門書でもなく、それぞれの領域の

研究書ともいえない。い うなれば、ことばと文献を通路として明治 とい う変革の時代を探索した

奇妙な思想史 としか考えられない。古風なよびかたをするならば 『雑纂 明治の 日本語』とでも題

したい本である。このような本を書 くにあたって、著者は、ともすれば個々のディシプリンに深

入 りしたい誘惑に駆られた。だが、もしも、そのような誘惑に身をゆだねたならば、それこそ物

笑いの種になるのが落ちであり、ライブラリアンとい うものの名誉をいちじるしく損ずるに決ま
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っている。したがってわたくしは、個々の専門領域に深入 りす ることと、すでに数多くの成果を

得ている国語学の分野に足を踏み入れることも、要心ぶかく慎んだ。/ま た、もともと、本務の

かたわ らで、断片的に見つけだした時間を拾いながらできる仕事をと、ね らいをっけ、そのよう

にして書き溜めた り発表したものの寄せ集めであるから、当然、最終的には一貫した立場でとり

まとめる必要があったし、著者 自身もはじめか らその予定でいた。 ところが、この一年、まるで

厄病神にとりつかれたかのように、たびたび体調を損じ、一貫 した立場から再調整する時間と心

の余裕を失って しまった。」うんぬんと。斯様に自己抑制=自 己統御のすべを知るオール ド・タイ
ヒ ュ ヘ マ ニ ス ト おおむこ いっさい

プの人文主義者が静かに(つ まり、大向うの喝采など一切考慮外に置いたの意だが)す こしずっ
そんじょう じ しよう

「書き溜めた」ものの 「寄せ集 め」であったればこそ、この斎藤毅が遜 譲 自称 する 『雑纂 明

治の日本語』、一名 『奇妙な明治思想史』は、今後も静かなる好著=名 作 として、かならず高い評

価を受けることとなるに違いない。
げんぶつ

さて、現物のほうの斎藤毅著 『明治のことば一束から西への架け橋一』であるが、「第一章 明治

の日本語」のチャプターは、この書物全体への 爪序章"を 成 してお り、まず 日本近代の黎明期に

当たって、邦語および漢語に絶望した森有礼 ・前島密 ・神 田孝平 ・外山正一 ・肥塚龍らが英語 を

以て日本語教育の中心部に置こうとした有名な歴史的事実をスケッチするところから書き起こす。

明治初年の知的指導者はそれぞれに日本語改良のプログラムを所有し、それぞれに苦悩し、努力

を重ねたのである。そして今 日の 日本で使われている 「多くの学術用語が、すでに明治二十年代

半ばに充足 され、それが次第に一般国民のあいだにも根をおろしてゆき、明治二十七、人年戦役

ののちには、中国をはじめ、漢字を用いている東洋諸国にも輸出されたという事実は、すでに多

くのひとの指摘しているところである。」と記し、日本近代を理念的=内 部的に支えた学問上の術

語の大半が明治二十年代につくられた事実をスケッチする。そのうえで、つぎのような注意喚起

をおこな う。「明治二十年代につ くられた学術用語が、しばしば学会や訳語会の議決 とい う形をと

っているのは、おそらく、そうい う過程を、意識的 ・人為的に、短期間のうちにつくりだそ うと

試みたものであろう。だが、このようにして人為的につ くられた学術用語 も、われわれが仔細に

観察 してみると、ひとつひとつが案外ながい歴史を秘め、驚 くほど多くのひとたちがその制作に

参与 していたことが知られる。/た とえば、斎藤静氏の数数の実証的な研究が示 してくれるよう

に、明治時代につくられたにちがいないと信じ込まれていた科学技術関係のことばの多 くが、思

いもかけず徳川時代の蘭学者たちによってつくられているのである。/科 学技術関係ばか りでな

く、人文科学や社会科学関係の分野で、もっぱ ら近代の思想を表わし、すぐれて近代的な観念を

象徴 しているとみ られている明治語のなかにも、徳川期 もしくはそれ以前に誕生 したと思われる

ものがすこぶる多いのである。 ということは、明治の知識人の教養のなかに、日本の伝統的な学

問が、いかに深 く沁み込んでいたかということでもある。徳川末期の蘭学者や明治開化期の啓蒙

学者の基礎教養の背後に、宋儒の学や祖棟学や国学などに培われた独特の日本思想の成熟があっ

たことを、われわれは忘れてはならない。/徳 川時代とい う、ああした閉鎖的な社会にあっても、

日本の諸学は、すでに、予想外に大きい近代化の芽を準備 していたので、明治に入って膨済たる
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西洋文明の流入に出会わしても、これに圧倒 されることなく、十分にそれに堪え、みずからの思

想や世界観で、これを解釈し受容す ることができたのである。その媒体となったのは、すべて古

い漢語であったが、それらの古い漢語は徳川期の学問の発達によって、すでに、まったく新しい

内容 と意味を付与されていたものである。そこに、新しい時代の新 しい思想を担 う明治のことば

が、過去の蓄積 と成長のなかから生み出され、鋳造された秘密があるのであろう。」 と。
いわゆる ライ トモティフ

これ が斎 藤 毅 本 人 の 所 謂 「一 貫 した 立 場 」 か らの 《明治 語 の思 想 史 》 の主 要 楽 句Leitmotivと

い うこ とに な る。 斎 藤 は 、 こ の立 場 か ら 「社 会 」 「個 人 」 「自由 」 「権 利 」 「哲 学 」 「演 説 」 「会 社 」

はか
「銀行」「保険」などの 日本近代学術用語の誕生状況や形成過程を明らかにしようと図る。当面、

チヤプタ　

特に参看すべきは 「第五章 社会 とい う語の成立」の 章 である。 この章は、さらに 「一 『ソ

サエチー』の訳語にこまる」「二 社会 という語の成立の時期と制作者にっいての諸説」「三 社会

という中国語の意味についての先学の研究」「四 社会という文字の日本での初見」「五 社会 とい
セクション

うことばと観念が定着するまでのその類語」「六 社会 と社会学の成立」というふ うに六っの 節
かんか

に分たれ、どのセクションも看過すべからざる内容の記述であり、例の久米邦武編 『特命全権大

使米欧回覧実記』や中国語 「社会」語源語法に関する言及の部分などはほんとうは欠かせないの
スペ　ス

で あ るが 、 余 白の都 合 じ ょ う、以 下 、 五 番 目の セ ク シ ョン の み 引用 す る に と どめ ざる を得 な か っ

た。

五 社 会 とい う こ とば と観 念 が 定 着 す る まで の そ の 類 語

日本で 「社会」 とい う文 字がみ られ たのは、すで に文政九年(一 八二六年)で あったが、それが今

日のSOCIETYに あた ることばでなかったことは前項で述べ た ところである。 日本 でSOCIETYの 訳語 と

して 「社会」の語が一般 的に使用 され はじめたのは、大久保利謙 氏がいわれ るよ うに、明治十年(一

八七七年)ご ろであった とみ るのが妥当であろ う。

しか し、「社会」なる語を試 みに使用 しは じめたのは、それ よりは一年 乃至二年 くらい前の、明治八

年か九年 であったよ うで ある。

だが、それはそれ として、ここでは、「社会」とい う語が一般に普及す るまでに用い られ 、また一般

に普及 しは じめた後 まで、並行的 に用い られて きた、その類語 を一応洗 ってみ ることに したい。その

類語 として、われわれ は、つぎの ような ことばを発見する。

会 公会 会社 仲間会社 衆民会合

社 結社 社友 社交 社人 社中

交社 交際 世交

間

間

群

俗

人

懇

仲

為

世

民

人間道徳 人間仲間 人間世俗 人倫交際

組 連衆 合同 一致 仲間会所 仲間連中

成群相養 相生養(之 道)相 済養

俗化 俗間 世間 世道 世態

人民 国民 邦国 政府
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明治のひ とたちは、これ らのこ とばを、い ろい ろと使ってみて、最 後に 「社会 」に落着かせた模様で

あ るが、明治十年以後において もSOCIETYを 会社 とも交際 とも世態 ともいい、特 に世態の方 はSOCIOLOGY

に対する 「世 態学」 とい うことばのなかに、可成 り後年 まで残 されていた。

また 「社会 」の語 も、た んにSOCIETYの 訳語 としてばか りでな く、COMMUNITYと かASSOCIATIONと か

PUBLICと かの訳語 としても使 われ、訳語 としての安定性 が一 きょに獲得 されたわけでは ない。

この間の事 清を、文献に即 して理解ず るために、SOCIETYの 訳語 と 「社会」 とい う語 の使用例 を、年

代 を追って採 録 してみる と、つ ぎのよ うな一覧表 ができる。

寛 政 八年 一 一 七 九 六年 交 ル 集 ル(Genootschap) (稲村箭 『波留麻和解』江戸ハ ルマ)

弘 化 四年 一 五年 ・一 八 四七 年 一 四八 年 会 結 社(SOCIETY)

(W,H.Medhurst:EnglishandJapaneseDictionary.Shanghae,)

元治元年一 一八六四年 仲間 懇 交 り(societe)

安政二年一 慶応二年 ・一 八五五年一六六年 会社

(村上英俊 『仏語明要』)

(古賀増 『度 日閑言』)

慶応二年 ・一八六六年 仲ヶ間 交 り 一致(s。ciety)

(堀達之助等編 ・堀越亀之助改訂 『改正増補英和対訳辞書』)

慶応二年 ・一八六六年 公会 人間公会 相済養す る道(津 田真一郎 『泰西国法論』)
ヘ ヘ ヘ へ

第三章 故 に国 は人間公会の尤大に して其体裁全備せ る者 と知る可 し。

第四章 国の尋常公会 と異なる所左 の六件 に在 り。

慶応三年 ・一八六七年 社人(内 閣官報局 『法令全書』上)
ヘ ヘ ヘ へ

第二十三 徳川内府大政返上将軍辞職ノ請ヲ允シ摂関幕府ヲ廃シ仮二三職ヲ置ク(社 人二布告)十

二月十八日
ヘ へ

第二十 三 別紙 之通列藩へ被仰 出候於社人 ノ輩モ同様相 心得報公 ノ志不可怠 旨御沙汰候事(別 紙 ハ

第十七 二同シ)十 二月八 日

(備考)幕 府 が大政 を奉還 し、新政府 に総裁 ・議 定 ・参 与の三職 が置 かれ たことを天下 に布告 し
ヘ へ

た文章 で 「宮 堂上へ諭告」 「列藩 二布告」 「社人 二布告」の三部分か ら成ってい る。

明治三年 ・一八七〇年 交際(森 有礼 『備 忘第二 日録』)

右は、明治三年の渡米 日記 中に、「交際之理 〈専ラババル ト、スペンサル氏 ノ説 ヲ引用 ス〉」(森 有

礼全集 第二巻所収)と あるによって。 明治十年代の後半に和訳本の出版 されたHerbertSpencer:

PrinciplesofSociology.に 関係のあ るメモか と思 われ る。

明治三年 ・一八七〇年 交際(加 藤弘之 『真政 大意 』)

造化 ト申スモ ノハ、実二奇 々妙 々ナモ ノデ 、又別ニーツ結構ナ性 ヲ賜ハ リテアルガ、夫 レハ又何

ヂ ャ ト云 フニ、所謂仁義礼譲孝 悌忠信杯 云フ類 ヒノモ ノデ、人ニハ、必ス是等 ノ心ガアルモ ノ故、
ヘ へ

人 々今 日ノ交際二於テ、各々尽スベ キ本分 ト云 フモ ノガア リテ、己 レ独 リ都合 ヨキコ トナ レバ、何

ヲシテモ ヨイ ト云 フコ トハ決シテ己 レガ権利 ノ ミヲ恣ニ シテハナ ラヌ。…… ソコデ、箇様ナ道理カ

ラ自己ノ本分 ヲ尽 シテ、他人 ノ権利 ヲ敬重 スルハ、即チ義務 トモ称スベキモ ノデ、人 タル者 ノ須奥
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へ 　

モ忘 レテハナ ラヌ コ トデ ゴザル。左様 ナ訳故 、今 日ノ交際ニハ 、必ス此権利 ト義務 ノニツカ、実 二

欠カ レヌモ ノデ、権利義務共二相須テ、真 ノ権利 ニモ ナ リ義務 ニモナル。

明治 四年 ・一八七一年 相生養(神 田孝平 『性法略』)
ヘ ヘ へ

第二条 人 ノ世二在 ル相生養セル ヲ得ス 命ナ リ
へ 　 　 へ

第三条 相生養 ス、故二万般 ノ事依テ以テ興ル

(備考)右 の 「相生養 」が津 田真一郎 『泰西国法論』(前 掲)に みえ る 「相 済養」 とともに、 「地

生二養 万物_、 地之則也」(管子)「 善生二養 人_者 、人親 レ之、善班二治人_者 、人安レ之」(筍子)「 父

能生 レ之不 レ能 レ養 レ之、母能食 レ之不三レ能教二謳之_、 君者 己能食 レ之　、又善教二講 之_者 也」(筍

子)等 の典拠 に よって案 出 した ことは推察に難 くない。 ・…

ヘ へ 　 へ

第二節 人 ノ大地二在ル ヤ他 ノ人 々 ト共二相生養 ス 理勢便 チ然 リ
ヘ ヘ ヘ へ

第三節 人既二相生養 ス 乃チ人 々ノ際二許多相 関スル道非 サル コ トナシ
ヘ ヘ へ 　 へ

第十三節 性法 ノ準スル所三ツア リ 第一 ニハ 衆人共二相生養スル者彼 此交相 関スル ノ道二於テ

シ(是 ヲ私同法 ト謂 フ)

明治 四年 ・一八七一年 人倫交際 仲 間会社 仲間会所 仲 間連 中 政府 邦国一体

(中村正直訳 『自由之理』)
ヘ ヘ ヘ ヘ へ

此 書 ハ 、 シ ヴー イ ル リベ ル テイ 〔人 民 ノ 自由〕即 チ ソー シア ル リベ ル テイ 〔人倫 交 際 上 ノ 自由〕

ノ理 ヲ論 ズ 。

蓋 シ コ ノ性気 ア リテ又 能 ク修 養 ス ル 人 々 、寄 リ合 ヒテ ソサ イ テ イ 難 トナ レバ 、ソノ職 分 ヲ為 シ、

邦 国 ヲ保護 ス ル コ トヲ得 ル ナ リ。

(備 考)右 の ほ か 、中村 は 「仲 間 連 中 鵬 」(society)「 ソー シア ル 、 リレー シ ヨン ス 雌 」(social

relations)「 仲 間 会 所 鵬 」(society)「 交 際 ノ 間」(SOcialrelations)「 政 府 」(society)な ど、

さま ざま な使 い方 を してお り、 訳 語 が 一 定 して い ない 。

明治 五 年 ・一 八 七 二年 仲 間 組 連 中 社 中(SOCIETY)

(JamesCurtisHepburnJapaneseandEnglishDictionary)

明治五年 ・一八七二年 俗 間 世俗 俗化(室 田充美訳 『西洋 開化史』)
ヘ へ

往々俗間ナル語 ヲ用フル ハ原語 ソシエテ ーノ訳ナ リコノソシエテーナルー字ハ衆人相交ル所 ソノ

民俗 ヲ称 シテ云 フ辞ナ リ支那人ハ会 ノー字 ヲ以テ コレヲ訳ス レ ドモ簡 ニシテ意 ヲ尽サズ又余カツテ
へ 　

試ニ コ レヲ俗化 ト訳シタ レ ドモ未 ダ適切ナ ラザル ヲ覚ユ又人間世俗又衆民会合等 ノ訳ア リ トイヘ ド
ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ

モ タ マ暫 ク俗間アル ヒバ世俗若 クバ俗化等 ノ訳 ヲ用ユ

ナカマ クミアイ レンシユ カウサイ イ ツチ シヤチユウ

明治六年 ・一八七三年 会 会社 連衆 交際 合 同 社 友(society)

(柴田昌吉 ・子安峻訳 『付音挿 図英和字彙』)

明治六年 ・一八七三年 成群相養 人間(西 周 『生性発緬』)
ヘ へ 　 ヘ

ソシア リッチ、墓 、愛二成群相養 ト訳 ス、動物 ノ等上 レル者ハ此性 ヲ有 ス、而 シテ人 ヲ最 トス、

政府 ヲ立テ国 ヲ建ル 比性二本 ツク

(備考)私 記に 「大夫以 下成群立社 日置社」 とみえ 「成 群」 と 「社」 とのっ なが りが注意 されて

い る。

ヘ ヘ へ

而 シテ生体学ハ、人 間学 ノ廓廉 トナルカ如 シ
ソシ オロジー
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明治七年 ・一八七 四年 相生養 ス(加 藤 弘之 『国体新論』)

蓋 シ人ハ禽獣 ノ如 ク唯天然二同居 シテ全 ク各個二生活 シ得ヘ キ者 ニアラス、必ズ互二相結 ヒ共ニ
ヘ ヘ ヘ へ

国家 ヲ成 シテ人 々相生養スヘキ天性 ア リ

明治七年 ・一八七 四年 相生養ス 人間会社 人 間仲 間

(津田真一郎訳 『表紀提綱一名政表学論 』政表課刊)

表紀 ノ原語 ヲスタチスチキ ト謂 フ。其義 ヲ直訳ス レハ邦国又ハ形勢 ト謂 フ事ナ リ。蓋 シー 国数国
ヘ ヘ ヘ へ 　 　 　 　 　 へ 　 へ

乃至万国ノ人民互 二相生養 スル実際 ノ形勢 ヲ知ル学術ナ リ。 此形勢 ヲ名 ケテ人 問会社又ハ人間仲間

ト謂 フ。

ヘ ヘヘ へ

表紀ハ人間仲間 ノ事実ヲ知ル 学問ニシテ、其 目的ハ其事件 ノ現 二存シ、実二有ル ヲ表章 スル ニ在

り

明治七年 ・一八七四年 世道(西 周 『洋字 ヲ以テ国語 ヲ書 スル ノ論』 明六雑誌、第一号)
ソ シユ ル

衰弊 ノ極救薬スヘカ ラサル ニ至ル ハ亦独 リ政府 ノ罪 タル ノミナ ラス抑其国人民 自己世道 上ノ罪 ニ
へ 　

テ、荷モ賢智 ノ徒 タラン トスル者ハ 先ンシテ之ヲ救 フコ トナ クンハ亦世道 上二於テ罪ナ シ ト謂 フヘ

カ ラス。

明治七年 ・一八七 四年 社会(西 周 『非学者職分論』 明六雑誌、第二号)
ヘ へ

民間志気 ノ振 フナ リ、社会 ノ立 ツナ リ極 メテ可ナ リ。朋党 ノ興ルナ リ、遂ニー揆 ノ始マルナ リ、

極 メテ不可ナ リ。
　 　

(備考)右 の社会 は、個人の相寄って組織す る結社 または同人組織 のご ときもの と察せ られ る。

今 日の、世の 中一般 を意味す る社 会ではない。

明治七年 ・一 八七 四年 国民(西 周 『駁 旧相公議一題 』明六雑誌 、第 三号)
コンタラソシヤ　ル

今 ソレ政府 ヲ以テ 国民 約 束 ヨ リ成ル者 トシテ之ヲ論 ズ。

明治七年 ・一八七四年 世交(森 有礼 『宗教』明六雑誌 、第 六号)

宗教 ノ事二就 テ人民 自由ノ権 ヲ有 スルハ 、唯二其不好ノ宗教ヲ崇奉 セス、又官 ノ強令 ヲ奉セサル
ヘ ヘ

ニ止ル、決 シテ 自恣公行以テ世交 ノ妨害 ヲ為スノ権 ヲ有スルニ非ルナ リ

ヘ へ

宗教 ノ世交二関スル至テ大ナ リ
ヘ へ

世交邦政 ノ要ハ必然其邦 ヲ安保 スル ニア リ

ヘ へ

宗教ハ外顕二関スル事 ノ外ハ決 シテ政府 ノ事 二非 ス、 中心 ノ宗教ハ各人 自己ノ事務 ナ リ、世交 ヲ

妨 ケ乱ルニ非 レハ誰モ之 ヲ制 シ且罰 スル コ トヲ得可ラス

明治七年 ・一八七 四年 会社(中 村正直 『西学一斑』 明六雑誌、第一六号)
ヘ へ

各 ソノ会社 ヲ設ケ 、公 同ノ益 ヲ謀ル ヲ 「ソサイテイ」 トイ フ。ユヘニ 「ソーシアル ・ヲアダア」
ヘ ヘ

ハ国中兵農工質芸術会社等惣体釣合 ヨク次 序鉤等 ヲ得ル ヲイフ。

(備考)右 の会社 は、いわ ば職能団体 のごとき もので、兵士 ・農民 ・工業従事者 ・商質 ・技術者

等 の集 団をさ してい るよ うであ る。

明治七年 ・一八七 四年 人 間交際 交際 (福沢諭吉 『学問のす 》め』第九編)
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人の性は群居を好み決して独歩孤立するを得ず。夫婦親子にては未だ此性情を満足せしむるに足
へ

らず、必ず しも広 く他人 に交 り、其交愈 広けれ ば一身の幸福愈 大なるを覚 ゆるものにて、即是れ人
ヘ ヘ ヘ ヘ へ

間交際 の起 る由縁な り。既 に世間 に居て其交際中の一人 となれ ば、亦随て其義務 なか る可 らず。凡
ヘ ヘ ヘ へ

そ世 に学問 と云ひ工業 と云ひ政治 と云ひ法律 と云ふも、皆人間交際のためにす るものにて、人間の
ヘ へ

交際 あ らざれば何れ も不要 のものたる可 し。

明治七一 八年 ・一八七四一五年 社会(森 有礼編 『日本教育策』訳者不詳)

一般教育 ノ効ハ
、能 ク国民 ヲシテ甚 ダ益アル ノ民 トナラシム。以テ兵 トナセバ則 チ勇 、以テエ ト

ナセバ則チ精、力作労働勤メテ怠 ラズ、能 ク多福 ヲ享 ク。 其及 ス所又 タ前人未 ダ知 ラザル事物 ヲ発
へ 　

著 シ、 大 二 社 会 ノ進 歩 ヲ助 クベ シ。

(備 考)本 書 は 、森 有 礼 が 代 理 公 使 と して米 国 に駐 在 中に み ず か ら編 さん 出版 した 『目本 の教 育 』

(EducationinJapan:AseriesofLetters,adressedbyprominentAmericanstoArinoriMori.

NewYork,1873,NDLcallno,370.952-M854c,)の 一 部 分 を ほん 訳 した も の。

明治八年 ・一八七五年題言、明治十一年 ・一八七八年刊 社会

(久米邦武編 『特命全権大使 米欧回覧 建記』第十三巻、華盛頓府 ノ記、下)

英国 ノ属地タ リシ トキ ヨリ、已二此 国ハ 自主民 ノ移住営業場 トナ リシヲ以テ ……合衆聯邦 ノ制 ヲ
　 　

以テ、一箇 ノ民主国 トナ リ、州、郡、村 、市 、社会 ノ間二、 自主ノカ ヲ用 フル 自在ニテ、益欧洲人

民 ノ営業ヲ起 ス地 トナ リシバ……

(備考)右 の 「社会」は、 コミュニテ ィーあ るいは集落 等のご とき小 さい共 同社会 をさ したもの

と察せ られる。

明治八年 ・一八七五年 社会(福 地源一郎執筆 『東 京 日日新 聞』社説)

弁駁 ノ論文ハ新 聞紙上 二多 シ ト錐モ 昨 日(一 月十三 日)目 新真事誌 二登録 シタル文運開明 昌代 ノ

幸民安宅矯君が我新 聞二記載 シタル本月六 目ノ論説 ヲ批 正セシ論 ヨリ期望 シタルハ無 シ吾曹ハ其全
ソサイチ　

局 ノ主 旨 ト全文 ノ遺辞 トヲ以テ此安 宅君ハ必 ラズ完全 ノ教育 ヲ受 ケ高上ナル 社 会 二在ル 君子タル

ヲ トスルヲ得ルニ付 キ吾曹が浅見寡識 ヲ顧 ミズ再 ビ鄙意 ヲ述べ テ謹 ンデ其 ノ教 ヲ乞ハ ン ト欲ス(明

治八年一月十 四 日、社説)
ソサイチ　

(備考)右 に使 われた 「社 会 」が、おそ らく、多 くのひ とに社 会の訳字 の初 見 とされ て きた も

のであ ると思われるが、福地源一郎 は、同年一月二 日の社説 のなかにおいて も、今 日の狭義の社

会を さして 「社」 といってい るのが分 る。す なわ ち、 「華族会館 を始 めとし明六社。有朋社。集 成
へ

社。 共存同衆 等の名 を下 して社 を結 び西洋 のソサイチー、 クラブに類す るもの東京 中にて幾社 あ

るを知 らず」 と述べてい る。

明治八年 ・一八七五年 社会(森 有礼 『明六社第 一回役員改選二付演説』明六雑誌 、第三〇号)
ヘ へ

昨冬来社会演説 ノ法起テ ヨリ漸 「ソサイチー」 ノ体裁 ヲ得ル ニ至 レ リ、然 レ トモ未タ之 ヲ聴 ク ノ

後就テ討論批評スル ノ段二至ラス

(備考)右 にみ られ る 「社会演説」の語 は、 「一般社会 に公開 された演説」 とい う意味に解せ られ

るので、今 日の用法 とみて よさそ うである。後の 「ソサイチー」 は学会の意 と解せ られ る。

明治八年 ・一八七五年 仲間 交際(西 村茂樹 『文 明開化 ノ解 』西語十二解、明六雑誌、第三六号)
へ

右 両学士ノ言 二拠 テ見 レバ 「シ ヴヰリゼー シ ョン」ハニ条 ノ路上二其形 ヲ現ハ ス者 ニテ 、一ハ 仲
ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ へ

問 ノ交際ノ上 二現ハ レ、一バー身 ノ身持 ノ上二現ハル ＼者ナ リ。猶委 ク其義ヲ言ハ マ、一 ハ交際ノ

品位段 々進 ミテ其全体尽 ク安 昌幸福 ヲ受 クル コ ト、ニハ人民各個 ノ品位段々二進 ミテ、同ク安 昌幸
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福 ヲ受 クル コ ト是ナ リ。
ヘ へ

人民各個 ノ身 ト交 際ノ全 体 ト並 ンデ其 品位 ヲ進メザ レバ 「シ ヴヰリゼー シ ョン」 ト名 クル コ ト能 ・

ハ ズ(明 治八年四月十六 日)

明治八年 ・一八七五年 人間社交 相 ヒ生養 スル ノ道 為群

(西周 『人生三宝説』明六雑誌、第 四〇号)
シ ア ル ライ フ フ イ ロ ソ フ イ カ ル ヘ ヘ へ 　 ヘ ヘソ

人間社 交ノ 生 ニシテ 、哲 理 ノ眼 目ヨ リ観 レハ 政府未 タ立 タサル ノ前二既 二人間社交 ノ生相 ヒ
ヘ ヘ へ 　 　 へ

生養スル ノ道ハ備 ハラサル ヲ得ス シテ、人生二欠 ク可 ラサル ノ急タ レハ ナ リ。………亜弗利加漠 中

ノ黒人ニテモ亜墨利加 山中ノ赤種 ニテモ漠北遊牧 ノ民ニテモ蝦夷ニテモ台湾 ノ島夷ニテモ、大小 ノ
ソシアル

差 コソア レ、為群 ノ性 二因テー村落一部落 ノ交通ハ鄙粗言 フニ足 ラサルモ必ス無 キ能ハサルナ リ。

明治入年 ・一八七五年 世間(藤 田茂吉 『政令法律 ノ目的ヲ論 ズ』民間雑誌 、第 七編)

其政府 ノ職 トシテ政令 ヲ施シ、法律 ヲ定立スル所 以ノ 目的ハ、唯二物 ヲ得 ン ト欲 ス レバ ナ リ。 二

物 トハ何 ゾ。「ハ ピネス ・オ フ ・イ ンヂ ビジュワル」纂 ノ「ピース ・オフ ・ソサイチイ」鯉 ノ是 レナ リ。

明治九年 ・一八七 六年 社会(福 沢諭 吉 『学問のす ㌧め』十六編)
ヘ ヘー方より見れば社会の人事は悉皆虚を以て成るものに非ず

明治九年 ・一八七六年 社会(井 上敬二郎編 『近事評論』第二号)

然 リ ト錐 トモ、人如シ我輩 ヲ難 シテ、琉球難民 ノ為 メ、既二我兄弟ノ貴重ナル生命 ヲ蛮煙痒霧 ノ
ヘ へ

中二埋没シ、我社会 ノ緊 要ナル貨財 ヲ、狂燗怒 濤ノ間二消耗 シタ リ……(琉 球藩 ノ紛議)

明治 九年 ・一八七六年 社会(永 峰秀樹訳 『ギゾー欧羅巴文明史』巻 七)
ヘ へ

欧洲封建 ノ諸大国 中二存在セル 自由市 邑 ノ起原及 ヒ其人民 ノ結 ンテー体 ノ社会 トナ リタル 時代及
ヘ ヘ

ビ其免許状 ノ性質等 ヲ略論 セ リ氏 ノ説二 因 レハ此社会 ヲ構成セルハ西班牙国ヲ以テ最初 トス

明治九年 ・一八七 六年 社会(轟 信次郎 『凌礫論』草葬雑誌、第 四号)
ヘ へ

今 ヤ我 日本 ノ情勢 ヲ熟視スルニ上等社会 ノ紳士ニシテ天下ノ名望 ヲ繋 ケル君子 ト錐 トモ大約官途

ノー編 二着意 シテ争テ青雲 ノ志ヲ官員市場 二向 ッテ満足セ ン ト要シ……

明治九年 ・一八七六年 社会
ヘ へ

必ず 日本社会に於て選び抜 きの士な る可 し(第 一四号)

(『家庭叢談』)

ヘ ヘヘ へ

今暫 く大空社会の話を止め、我 々の人間社会 の事柄 も等 しく釣合 を保たず しては順序の立 たぬも

のな り。(第 一五号)

明治九年 ・一八七六年 社会(中 島勝義 『俗夢 驚談』)

政府 ナ リ官 吏ナ リ農夫ナ リ商人ナ リ……何ナ リ漢 ナ リ、其位 階ノ高下 ヲ論ゼズ其俸給 ノ多少 ヲ問
ヘ ヘ

ハズ、荷モ毒ヲ社会 二流 シテ 同胞 ノ幸福 ヲ妨害シ害 ヲ世 上二及 ボシテ兄弟 ノ安寧 ヲ障碍 シ斯 良民ノ

自由権理ヲ犯 スガ如 キア ラバ……

明治 九年 ・一八七六年 社会(『 暗殺論』草葬雑誌、第六号)
ヘ ヘ ヘ へ

抑モ論者 ノ顛覆義死 ヲ論破セル所以ハ義 死ハ社会上 ヲ利益スル ノ応効 二乏ク顛覆ハ社会上 二波及

スル弊 害ノ多キ ヲ以テニ非 スヤ
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明治九年 ・一八七六年 社会

(『九月五 日従二位 大原重徳謹 シンテ書 ヲ岩倉公閣下二献ス』会館雑誌、第五号)
ヘ へ

夫西洋諸 国総ヘテ社会 ヲ以テ事 ヲ為 ス故二百足ノ虫死二抵 テ儘 レサルカ如ク甲敗 ル ＼モ 乙救 ヒ終

二瓦解 二至ルモ ノ鮮シ

明治 九年 ・一八七六年 邦国(木 庭繁 『シビル リベルチー、仏 国憲法 中抄訳』草葬雑誌 、第一号)
　 へ

第二十三条 邦国 ノ保 全ハ各人 ヲシテ其権義 ヲ受用 スル コ トヲ得セ シムル衆 民ノ活溌力 ト衆民ノ
ソ　シャルガフンテ　

国権 ヲ掌握スル トニ在ル ナ リ

明治十年 ・一八七七年 社会(福 沢諭 吉 『分権論 』明治九年識語 、明治十年刊)

荷 も武家の・名あれば軍役 あ らざるものな し。軍役 とは何ぞや。政治上に事 を生 じて君家 の安危 に
ヘ へ

関 し兼て社会の利害 に差響 くの場合 に至れば、戦場 に向て死生 を決す るこ とな り。

ヘ へ

斯 る教育を以て養成 したる此士族の働 は、即 ち我 日本社 会 中に存在 して其運動 を支配す る一種 の

力なれば、仮令ひ一旦の事変に逢ふ も頓 に之を消滅 し尽す可き ものに非ず。

へ 　 ヘ へ

嘉永の末年に外交を開き しは我 国開關以来 の一大事変 な り。社会 の事に変あれ ば社会の力 も亦其

形を変ぜ ざるを得ず。

(備考)福 沢の著作物 においては、 「社会」の語は、明治九年 のもの に初 出す るが 、十年 以降にな

る と、急 に頻 出す るよ うになる。

明治十年 ・一八七七年 社会(平 井正訳 『英国政典』)

夫一 国ノ憲法ナルモ ノハ、其国民ヲ管理 スル所 ノ法律 ノ全体及 ヒ此等 ノ法律ヲ設 立実施 スル所 ノ
　 へ

機器 ヲ通称 スルモ ノナ リ、凡 ソ最小 ナル人 民社会 中ニハ、更二憲法政府 ノ如キモ ノアル コ トナ シ ト
ヘ へ

錐モ 、毎員社会二処 スルニ、彼 ノ禰曹他人 二対 シテ行為スル コ ト、他 人禰 曹二対 シ行為スル如 クア

レ ト云 フ金言 ヲ常二遵守セバ、亦憲法政府モ之 ヲ需 ムルニ足 ラス、将タ法律 ノ保護ナ キヲ憂 フル ニ

足 ラムヤ

ヘ へ

故二社会ナルモノハ 、其弥大ナル ニ蝶 レハ、社員各 自ノ問二生スル所 ノ紛紙ハ 、従テ繁雑 ヲ極 ム、

是則チ此紛擾 ヲ預防スル カ為二、適 当ナル法律 ノ設ケナカル可カ ラサル所 以ナ リ

プア　ロ　ボヲルド

地方省 長ハ往 時賑 憧 法省 ノ長ナ リ、該官ハ必 スシモ 内閣二列セズ ト錐 トモ其職務ハ歳々重大ナル
パブリツクヘルス

ニ遣ヘ リ専務ハ地方 ノ社会健康二関スル事務 ヲ総轄 スル ニア リ

(備考)「社 会」 はpublicの 訳に もあて られ てい る。

明治十年 ・一八七七年 社会 民 人民社会(服 部徳訳 『民約論』)
ヘ へ

此書ノ原名ハ 「コン トラ、 ソシアール」 ト題 ス故二今 之 レヲ民約論 ト訳セ リ蓋シ其論 旨ハ専 ラ人
ヘ ヘ へ

民社会 ノ原理 ヲ説 明シタルモノニシテ意 味頗ル深重ナ リ

ヘ ヘ ヘ へ

天 下凡百ノ社会 中ニツキ其最モ太古二湖 リ特 リ天然 二源 由スルモ ノハ則チー家ノ社会 ナ リ蓋シ此
　 へ

社 会ニハ父子 ノ間二於テ天然 ノ慈愛 ノ情ア リテ 自ラ之 ヲ交結セ リ然 レ トモ只其子 ノ幼稚ニ シテ其父

ノ鞠養 ヲ要スル ノ間二止 マル ノ ミ

明治 十年 ・一八七七年 社会 人民社会 (『情況証拠 法ヲ論ズ』講学余 談、第 一号)
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英 国ノ法律ハ其使 用二由テ之 ヲニ種二 区分スベシ。即チーヲ幹法 ト謂 ヒ、一 ヲ支法 ト謂 フ… ……

然ル ニ幹 法ノ成ル ハ支法 ヨリ先ナル コ トハ、特二英国ノ ミナラズ、文 明諸 国二於テ皆同轍 ナ リ。蓋
ヘ ヘ

シー 社会 成立シテ君ア リ民アルニ至 リテハ、必ズ各人 ノ権利 ヲ確 定シ、其財産 ヲ保護 スベ キ規則 ヲ

制定シ、以テ之 ヲ理治セザル ヲ得ズ。而 シテ此規則ナルモ ノハ則 チ法律 中ノ幹法ナ リ。故 二幹法ハ
ヘ ヘ ヘ へ

人民社会 ト同時二成 立スルモ ノ ト謂 フモ可ナ リ。

明治十年 ・一八七七年 社会 世態(井 上操 『ボ ワソナー ド性法講義』 明治七年筆記、明治 十年刊)

日本 ト西洋 トヲ問ハス荷モ社会 二生活スル上ハ吾人共 二吾 人ノ権利 ト吾人 ノ磯ボ券 トハ互二深 キ

関係アル コ トハ之 ヲ知 レリ

法ヲ制定スルニ付テハ立法官ハ真理匡二ζ訂二適シ至正冥デゐ窪爵ヲ得タル規則ヲ求メ而シテ人民
ソシ 　 テ エ コ ノ ミ 　モ ラ　 ル

ノ需要 ト其 ノ願望 二依テ之 ヲ掛酌シ又タ教化 世態及 ヒ経 済 ノ模様 ヲ考ヘテ之 ヲ折中シ而 シテ人民

相互 ノ権利 ト職分上 二付テ明瞭 ノ規則 ヲ制 定シ万 民ヲシテ其因 リ行 フヘ キ法則 タル ヲ知 ラシメ而シ

テ外部 ノ制裁 導誰 蕩 ヲ設 ケ以テ万 民ヲシテ此ノ法則 ヲ遵守セシム且 ツ裁判官二許ル スニ 明記 シテ
ブ ヘ ヲワ ル ヘ へ

限界 ノアル 権 力 ヲ以テ シ而 シテ社会 ト人 民ヲ護衛セシム

明治十年 ・一八七七年 社会(『 専売免許法 ヲ論ズ』講学余談 、第三号)

専売免許 ノ法ハ ………開化漸 ク進 ミ人智漸 ク開ケ、人々競 フテ利器要具 ヲ発明 シ、或ハ従来 ノ器
ヘ へ

具 ヲ改良シ、以テ社会 ノ幸福 ヲ増殖 セン トスル ニ至 リテハ、殆 ド欠 クベカラザル ノ要法ナ リ。

ヘ へ

有益ナル発明改良二由テ大 二全社会 ノ幸福 ヲ増殖 スル ガ故ニー …

明治十年 ・一八七七年 社(高 橋達郎訳 『米 国法律原論』 司法 省刊)
へ

凡 ソ各人 ノ互二其財産 ヲ殊別シテ特 自二之力権利 ヲ得ル ノ欠キ難キ事情ハ蓋シ人 ノ初 メテ社 ヲ成

シ互 二交際 ヲ通セ シ時 ヨリ早二発 生シ次 テー 国ノ芸術 、開化愈々進歩スルニ従 ヒ又愈 々其切要 ノ度

ヲ増加セ シコ ト必然 タル可シ

明治十一年 ・一八七八年 社交 社会 会社(深 間内基訳 『ミル男女同権論』)
ポルチカアルソ　シヤル

夫 レ此書 ヲ箸 シタル所以ハ、余ガ夙 トニ社 交 ノ利害及 ヒ 政 図 ノ得失 二関シテ意見ア リシ時 ヨリ、

固守 シタル説 ヲ弁 明セ ン ト欲スル ニ在 リ

ヘ へ

人智朦昧タル未開ノ社会

ヘ へ

昔 目ハ婦人ノ ミナラス男子 ト錐モ亦奴隷 タル者社会 ノ大手 ヲ填メ……・

ヘ へ

文明ノ会社

明治十一年 ・一八七八年 交際(小 林儀誘 纂訳 『政体論』文部省 刊)

政府 二於テ人民 ノ意 ヲ統管スル 権ア レハ又従 ヒテ他人 ヲシテ之 ヲ管轄セサ ラシムル権無 クンハ ア
ヘ ヘ

ル 可カラス之力為 メニ政府二於テ人民 ノ交際二間然スル権 アルヘ シ

明治十一年 ・一八七八年 社会(近 藤真琴 『新未 来記』)
ヘ へ

凡て人間は互に輔け合ふ ものなれ ば。 われ一人 の自由を捨て社会の為めにする時は。遂 に己れに

立 もどる。
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明治十一年 ・一八七八年 社会(永 田健介訳 『人 口救窮及保 険』文部省刊行百科全書第十)

隣人 ノ衣食 ヲ資スルノ窮 民ア リ此 ノ如 キ人類 ノ世二多キモ ノ人性 ノ自カラ然ル ノ ミニ アラス人類
　 へ

社会二在 リテハ亦遁ルヘ カラサル ノ天命 ト謂 フヘ シ

明治十一年 ・一八七八年 社会(山 崎直胤訳 『仏国政法掲要』)
　 へ

凡 ソー国社会 ノ其社員 タル人民二向テ、為スベキ義務 タルー切 ノ事務 ヲ逐一 中央政府ニテ執行セ

ス、其 一部 ヲ地方二分仕セシ ト錐 トモ ………

明治十一年 ・一八七八年 社会 交際(塚 本周造訳 『論理学』文部省刊)
へ 　 ヘ へ

交際学は人間社会の理を講ずるの学にして其論ずる所の発象多端にして前に位する五大学科の理
ヘ ヘ マ マ

悉く存せざる無ければ則之を末位に置けり夫れ交際の態情は機無体有機体の性質と万物の霊たる人
へ 　

心の性質とに基きて成る而して人及び社会の生命皆是の学科に論ずる所の理を離るΣ能はず

明治十二年 ・一八七九年 会 結社 仲 間 組合 社 中

(中村正 直校 ・津 田仙等編 『英華和訳字典』)

明治十二年 ・一人七九年 交社 社会(渡 辺恒吉訳 『英国議 院論』)
へ 　

吾輩ハ人類 ヲ交社ノ員 ト認 メ其相互 ノ間各種 ノ関係 ヲ有スル権義二就テ論 スル有 ラン トス

ヘ へ

人 ノ最モ愛好ス可キ行 ヲ為 シ総社会 ヲ煩ハサズシテ能ク公 益ヲ務 メタル特秀 ノ人 ヲ賞スル為二位

階 ト栄爵 トヲ崇尊 スルハ制度 ノ具ハ リタル各 国政府二於テ緊要 トスル所 ナ リ

明治十二年 ・一八七 九年 社会(福 本巴 『普通民権論』)
ヘ へ

人民相集 リテ組 立タル社会ニハ、必 ラズ之ヲ保護スル政府 ナキハナシ。

明治十二年 ・一 八七 九年 社会 交際(西 村茂樹講演 『大学 ノ中二聖学ノー科 ヲ設 クベ キ説』)

聖学 ノ名ハ西 国ノ学科 二無 キ所ニシテ…本体 ト為ル者ハ支那 ノ儒学 ト西国 ノ哲学 トヲ合 セタル者
ヘ ヘ

ニシテ、耶蘇教 、仏教 、回教 ヲ以テ其付属 ト為 ス、其科 目ハ修身、性理、政事、理財 、交 際(即 チ
ヘ へ

社会学)ノ 五 目ニ シテ、修身、性理 ヲ以テ他 ノ三 目ノ基礎 ト為ス

明治十 二年 ・一八七九年 社会(植 木枝盛 『民権 自由論』)

ル ソー と云ふ人 の説に、人の生 るるや 自由な りとあ りて、人は 自由の動物 と申すべ きものであ り
ヘ へ

ます。 され ば人民 の自由は縦令社会 の法律 を以て之 を全 うし得 るとは申せ 、本 と天 の賜に て人た る

ものの必ずな くてはな らぬものでござら う。

明治十三年 ・一八八〇年 社会(尺 振八訳 『斯氏教育論』文部省刊)
ヘ ヘ ヘ へ

夫 レ元来社会ハ、各個人ニテ組成セ シモ ノナ リ。故二社 会上二生ズル各事ハ 、皆各個人 ノ所為 ノ

集合セ シモ ノニ外ナラズ。

明治 十 四年 ・一 八 八 一年 社 会(Society) (井上哲次郎等 『哲学字彙』東京大学三学部刊)

明治十四年 ・一ノ)い 一年 社会(中 江篤介 『干渉教育』東 洋 自由新聞、第六号)
ヘ へ

凡そ人の窮困飢餓をみて之を救睡するは是れ社会の義務なる而已
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明治十 四年 ・一八八一年 社 会(秋 山恒太郎訳 『接物論』文部省刊百科全書)
アソリジ　ションソサイテ　

概 スル ニ人間各某 社 会 即チ其盟 社 中 ノー社員 タラザルモ ノナシ

明治十 六年 ・一ノ)k三 年 社会
ヘ ヘ ヘ へ

社会学 とは人 間社会の現象を解釈す るの理学な り。

(有賀長雄 『社会進化論』)

明治十六年 ・一ノ)、三年 社会(陸 奥宗光訳 『利学正宗』)
へ 　 　 　 　 　

抑モ社会 トハ無象的 ノー体ニシテ実ハ ソレヲ組構セ シ物素 ノ如 ク見ユル所 ノ各 自個々ノ員数 ヲ概

括 シタル総称二過キサルナ リ

明治十 七年 ・一八八 四年 社会 社 会 仲 間 組合 会友(society)(尺 振A『 明治英和辞典 』)

明治十九年 ・一八八六年 社会(石 川郵訳 『大英律』)
ヘ へ

太古以来天然 ト民為 トヲ問ハス、社会ナル者未 タアラサル ノ時ア リ トハ、如何ナル理論ア リ トモ、

吾人 ノ信 スル コ ト能ハサル所ナ リ……
ヘ へ 　 へ

社会ハ 其各員 ノ権利 ヲ防護ス可 ク、各個人ハ(此 ノ保護 ノ報酬 トシテ)社 会 ノ法律二従 フ可キナ

リ

以上みてきた ところをま とめてみ ると、「社会 」とい うことばの初 出は、わが国では文政九年(一 八二

六年)で あったが、それは今 目使 われてい るよ うな意味内容 を具 えたものではなか った。今 日使われる

よ うな意味での 「社会」の誕 生は遅 くとも明治八年(一 八七五年)で あるが、それ が一般に普及 しは じ

めたのは、明治十年(一 八七七年)ご ろか らであった らしい。 しか し、「社会」の語 が普及 しは じめたの

ちも、なお、他 の多 くの類語が使われ、なかなか統一 に至 らなかった。

ここまでが斎藤毅 『明治のことば一束から西への架け橋一』、第五章 社会とい う語の成立、

五 社会 ということばと観念が定着するまでのその類語、からの引用である。
とが

以上、あるいは、一項目の補注としては過多過剰の各を犯す くらいの引用をおこなったか

も知れないかとは思 う。もし、そ うだとしたら、お詫びするしか仕方無いとは思う。しかし、"若

き牧 目常三郎。が 『人生地理学』を書き進めていた一九〇三年(明 治三十六年)ご ろの 日本思想

界の(特 に、誕生 ・成立の日なお浅き日本社会学界の)置 かれていた客観条件を(特 に、比較教

育文化史的状況を)で きるだけ正確かつ緻密に知っておく必要があった。『人生地理学』の第三篇

全篇は、先入主なしに観察し直した場合、始めから終わりまで 《社会学的思考方式》によって貫
ヘ ヘ ヘ へ

かれ て い る こ とが あま りに もは っ き り して い るか ら。

2「 社会主義」と云ひ(一 九三ページ、注3)こ んにちではいかなる小型=携 帯用の国語辞典

であっても必ず 「社会主義」の名辞(=見 出し語)を 登載 しているが、明治時代の小型の国語辞
か よう

典にあっては斯様な見出し語は載せ られていなかった。実例を挙げて説明しよう。久松潜一監修

/山 田俊雄 ・築島裕編修 『新潮国語辞典 誓鷹 』(一九六五年十一月刊)の 「シヤカイ 【社会】」と

い う見出し語(=項 目)を ひくと、それの複合語として 「 シュギ 【一主義】(socialism)資

本主義に反対 して、生産手段 ・分配手段の社会的所有とその民主的運営を根幹とする、政治 ・経
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済上の理論と運動。」 との語釈(=定 義)が 示されてある。ところが、一ノ)梱 年(明 治十七年)
デイ ト

十二月成稿の 日付を有する大槻文彦著 『言海』(一九〇四年二月、吉川弘文館刊)を ひ らくと、「し

や 一く わ い(名)[圖(一)同 ジ趣 キ ノ人 人。 同 流 ノ仲 間。(二)一 国一 州 ナ ド、 相頼 リテ生

ヒトムレ

活スルー団ノ人民ヲ称スル語。」とい う見出し語およびそれの語釈が載っているけれ ど、「社会主
かろ

義」 という見出し語のほ うは全 く掲げられていない。按ずるに、「社会」の術語=概 念が辛 うじ

て市民文化レヴェルで一般化(=公 的認知を得たの義である)の 機会に恵まれたばかりで、ほや

ほやの新語として未だ珍 しがられていた明治前期中期の段階にあっては、況してや 「社会主義」
う さんくさ

などとい う胡散臭い(あ るいは、むしろ、危険思想視 されていた と表現すべきか)輸 入語が書生

向き小型国語辞典に採用掲載されるまでに到っていなかった としても、それは、むしろ当然の成

り行きだったのではあるまいか。そして、そのような言論状況下にあって、なおかつ、牧口常三

郎 『人生地理学』の此処の個処に 「社会主義」の術語(=学 問概念)が 正々堂々と(あ るいは、む
ひる け はい ず ぶと

しろ、怯む気配も見せず、図太 くも、と表現すべきか)提 示 されてある客観的事実の 黙重たさ"
あえ

と"鋭 さ犠とを、読者諸賢が見落とした り過小評価 したりなさらぬよう、敢て繰 り返 し御注意を

喚起 しておきたいとおもう。当時にあって、未だ国民の大半は 「社会」と 「社会主義」 との区別

さえ付かない蒙昧なる段階に停滞したままでいるとい うのに、わが"若 き牧口"は 両者の弁別を

なし得る少数インテリの群のほうに入っていたばかりでなく(そ れだけでも、当該段階では偉と
あま おお

すべきであるが)、すでにして 「社会主義」の内包する長所 ・短所を剰すなく理解 し畢せていた

のであるから、じつに驚かされる。いずれ本補注のどこかで言及 しなければならぬ事柄ではある

けれ ど、牧口常三郎がその思想家的生涯 をつ うじてつねに一方で 「社会主義」的政治経済諸政策
しか

の立案=実 践の必要を主張しつつ而もマルクス=レ ーニン主義のそれ とは明確に異なる一線 を
かく しか

画 しつづけていたこと、つねに一方で 「社会主義」的諸経済理論を支持しっっ而も自由主義経済
あえ

倫理パラダイムと両立せ しめる必要を強調 していたこと(こ れは、敢て付言せねばならぬが、無

原則に自由民主党タカ派 と社会党左派とが狂れ合って連立政権をでっち上げるごとき一九九四～

五年権カ所在条件とは根本的に相容れない倫理的嘉哲学的決断の問題である)、こういった重要テ

ーマを理解するためには、どうしても 『人生地理学』で使用 された学問上の術語technicalterms

(=概 念concept;conception)を ひとつひとつ解読 してゆく努力を費やさなければならない。

明らかに幸徳秋水や堺利彦の簡避にいたはずであるのに需も所謂 「窒義箸」の仲間入 りをせず、
うらかた

そのあと、国定教科書編纂にさいしてその裏方的作業に加わ り文部省属(下 級の職務ではあるけ

れ ど広義の文部官僚の一員に擬して誤 りないであろう)の 地位に在 りながら決 して権力的思考に
ポシション

同調せず、 さらには有名小学校の校長 という一定の尊敬を集める公務員の地 位(い までも、小

学校々長や中学校々長 ・高等学校々長 ぐらい勲章を欲 しがる人種は他に類を見ないことは、年ご

とのあの叙勲発表の新聞記事に接すれば容易に推量 し得るが)に 在 りながら決して一身の安住を
はか

図って有力政治家に媚びを売った りせず、終始一貫 して、民衆のがわに立って真実を探究しっづ

け幸福を追求しっづけた牧 口常三郎の 《思想家像》を正しく描出彫刻するためには、どうしても
た しか

『人 生 地理 学 』の 中 に それ の 《原 型 》dasUrbildの 所 在 を 検 めて お か な けれ ば な らない 。そ して 、
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その仕事を遂行することは、われわれにとって義務でさえある。
お

そのことはさて措き、当面の研究対象に戻って補注をおこなうとすると、まず、一九〇三年(明

治三十六年)当 時に 「社会主義」が世間(=明 治中期思想文化界)か らどのような印象で見られ
ヘ ヘ ヘ へ

且 っ扱 われ て い た か 、 とい うこ とを は っ き り させ て お か な けれ ば な らない 。 本 章 補 注(1)(2)

あわ

(4)(8)は 、いずれ もこの問題 と深い関わ りを持っているから、それ らをも併せ参照願 うこ

とにして、この場所では、特に岸本能武太 『社会学』(一九〇〇年十一月、大 日本図書株式会社刊)

に拠って、同書序論部分(原 著では 「総論」 と題 し、第一節社会学の宇義/第 二節社会学は新し

き学問なり/第 三節社会学の誕生は何故に斯 く遅かりしや/第 四節社会現象研究の三方面/第 五

節社会学は甚だ複雑なる学問な り/第 六節社会学の定義/第 七節社会学 と社会的諸科学との関係

/第 八節社会主義 と社会学とを混同すべからず/第 九節社会学研究の利益、の九つのセクシ ョン

に分かれて、謂わば 《社会学理論形成史》がかなり詳細に記述 されている)の なかで論及された
ヘ ヘ ヘ へ

「Socialism概念 とSociology概 念との間の明確な差異difference」 をはっきりさせてお く処置を

選びおく。岸本能武太の名は、一八九人年(明 治三十一年)十 月十人日に発足 した 「社会主義研

究会」の会員(一 発起人)の メンバー(高 木正義、河上清、=豊崎善之介、岸本能武太、新原俊秀、

片山潜、佐治実然、神田佐一郎、村井知至、幸徳秋水、金子喜一、中村太八郎、安部磯雄 ら)の

なかに見出され、同会第三回公開演説会(一 八九九年一月十五 日)に 「サン ・シモンの社会主義」

の弁士 として熱弁を振るったことでも有名である。 この社会主義研究会は、二年後(一 九〇〇年

一月)に 「社会主義協会」 と改称 して実践的立揚をとり、やがて 「社会民主党」の結成をめざす

ことになるが(一 九〇一年五月、即 日禁止の弾圧措置を蒙る)、岸本能武太は、終始、安部磯雄、

村井知至 らアメリカ留学組(か れ らは、一様に、神学研究のためアメリカへ渡ったのだが、次第

に社会問題 ・社会主義 ・社会学へ接近=接 触 し、ついにキリス ト教社会主義者 としての立場を鮮
とも

明にしてゆく)と 行動を倶にしていた。秋元律郎 『目本社会学史一形成過程と思想構造一』(一九七

九年五.月、早稲田大学出版部刊)は 、安部 ・村井 ・岸本らによって 「キリス ト教社会主義 と交錯

しながら、初期の明治社会主義の中心をかたちつくっていくことになる」プロセスを明らかにし

たあと、そのような傾向をもつ一方で、上述のごとくキリス ト教社会主義者 にして同時に社会学
きわ だ

者でもあったかれ らアメリカ留学グループを際立たせているものに"政 治運動 と学問的立場 と

の峻別"の 厳正さとい う特徴がある、との指摘をおこなってみせている。「もちろんかれ らを社会

主義にむかわせていった契機が社会問題にあり、またそれへの媒体として社会学があったにせよ、

かれらの うちで社会主義と社会学が理論的に混同されていたわけではない。この点では、安部に

しても岸本にしても、繰 り返し注意を喚起 しているし、またかれ らじしんそのための理論の整備

を怠ったことはなかった。」(第 三章社会問題の発生 と明治社会主義、三 社会学と都市社会主義)

と。

これだけの予備知識を再確認 したあとで、さて、いよいよ、前掲岸本 『社会学』総論第八節社
つい

会主義 と社会学 とを混同すべからず、のチャプターを御検討あ りたいとおもう。なお、序でに、

岸本が 「社会主義」と峻別 してみせた 「社会学」ないし 「社会学研究」の概念内容をも知ってお
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ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ へ 　 　 ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ へ

きた くおもう。牧口 『人生地理学』第三篇の記述が何故に斯く社会学的思考を踏まえていたか、

とい う問いに対する、なにがしかの答えにな り得るかも知れぬ、と推臆 されるからである。

第 八 節SocialismとSociologyと を混 同 すべ か らず

ソーシヤ リズム(社 会主義若 しくは共産主義 の意)と ソシオ ロジイ(社 会学)と は其 の呼び声 の相似

た るより、或は両者 を取 り違へ て同一物の如 くに思惟す る者 無 しとも云ふべ か らず。故 に今左 に少 しく

ソーシヤ リズムの性質 を略論 して、其の ソシオ ロジイ と異 る所以を明瞭な らしめんとす。

抑 も 「ソーシヤ リズ ム」な る名称 は、千八百三十五年英国 に於て ロバー ト、オーエ ン(RobertOwen)
　

な る もの がAssociationofAllClassesofAllNationsと 称 す る一 大 協 会 を組 織 し、社 会 改 良否 社 会
　 ママ

改造を企図せ しに始 まるものに して、其後仏国人 の手 を経て遂 に欧州諸 国到 る処此名詞 を用 ゐさるは無
　 　 　 　

きに至れ り。而 して此 の 「ソーシヤ リズム」 なる名詞 は之を我 国語 に訳すれ ば、或は社会主義 と云ひ或
　 　 　 　

は共産主義 と云ふ を得べ し。而 して今 日の処社会主義は未だ一定 した りと云ふべか らず、名 は同一 なる

も実は之を主張す る人 々次第 にて甚だ相異れ り。た とへばラサール の社会主義 と云ひ 、カール 、マール

クスの社会主義 と云ふ が如 く、殆ん ど十人十色の実 あ り。然れ ども今 日に於 て多数の社会主義者 が漸 く

一致 し来 りっ 》ある所 は見 るに難か らず
。故 に少 しく大体に就いて之を云はん。

欧州 の社会 に於 ては頻年貧富 の懸隔漸 く甚だ しくな り来 りて、貧 しき者 は愈々貧 しく、富む者 は益 々

富むの傾 向あ り。 資本家 は飽食暖衣の 中に、土地資本等の財 産を独 占 して便利快楽の程度 を増進す るの

傾 向あ り。 之に反 して労働者 は酷熱厳寒の差別な く、終年終 目骨 を折 り汗 を流 して労働すれ ども、給料

豊かな らざるが故 に、財産 を蓄積 して不時の変 に備へ得 ざるは云ふ迄 も無 く、 自ら労働 して富 を生産 し
ママ

なか ら正当に富の幸福 を楽 しむ こと能 はず。其地位愈々堕落 して遂 には労働 と貧苦 との間に空死せん と

す るの傾 向あ り。 是に於 て乎社界改良の声は起 り来れ り、社会改造 の必要 は生 し来れ り。今 ソー シヤ リ

ス ト(ソ ーシヤ リズムを主張す る者即 ち社会主義者)が 此の貧 富の懸隔 と其救済策 とに関 して論ず る所

を聞 くに、其要略 ぼ左の如 し。 曰く、

『斯 く貧富の懸隔漸 く甚だ しきを来す所以 のものは、帰す る処現今 の社会組織 に不都合あれ ばな り。

故 に現今 の社会 は之れ を改良、否 、改造せ ざるべか らず。即 ち現今の社会組織は、凡ての富の源泉に

して又 凡ての文化の基礎な る土地 と資本 との独 占私有を許容す るものな るが故に、斯 る不都 合は生 じ

来たれ るな り。宜 しく此の二者の独 占権を全廃 し、此の二者 をば社会全体の共有財 産 とな し、以て社

会 を組織す る凡 ての個人 をして此等の共有財 産 より生 じ来 る凡ての利益 と快楽 とを公 平一様 に享受せ

しむべ し。斯 く して始 めて凡ての人々は此恩沢を蒙むるに於て過不及の差別 あ らざるべ く、貧富の懸

隔を来 たすの憂之あ らざるべ し』
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

と結論 して、私有財産 を廃 し凡ての財産 を会社財産即 ち共有財産即 ち共産 と為 さん とす。 是れ ソーシヤ
　 　 　 　 　 　 　 　

リズムを訳 して社会主義若 くは共産 主義 と称す る所以 な り。

ソーシヤ リズムの起原 と其性質 とは略ぼ右に陳ず るが如 し。斯 くの如 くなれば ソーシヤ リズム即ち社
　 　

会 主義 とソシオロジイ即 ち社会学 との区別は、 自ら明瞭なるべ しと思は る。先づ第一に、 ソシオ ロジイ
　 　

は社会 に関係す る と云ふ一点 に於ては、 ソーシヤ リズム と相似た りとす るも、前者 は直接 には理論 とし

て之に関係す るのみ。即 ちソシオ ロジイは 『社会に関す る学 問』た るに過ぎず。之れ に反 して ソーシヤ
　 　 　 　 　 　

リズムは社会 の改 良及び改造 に従事 す る実際運 動に して、決 して単に学理にはあ らざるな り。 第二に、

ソーシヤ リズムは其の 目的 とす る処富の公 平な る分配、貧富 の懸隔の撲滅、且つ労働者 の救済 及び保護

に在 り。 され ば社会全体の 円満具足せ る幸福 の研 究を 目的とす るソシオ ロジイ とは、 自ら相同 じき所あ

り、又相 同 しか らざる所 あ り。社会 の幸福 を 目的 とする所 は両者共に相同 じきが如 くなれ ども、一は独

占事業 の否 定によ り貧富の懸隔 を撲 滅 し以て此 目的を遂 げん ことを計 り、他は社会全 体の性質 目的等を
　 　

研 究 して 自然 に斯 る弊害の救済に及 ぶな り。 第三に、 ソーシヤ リズ ムの抱負、性 質、価値 等の研 究は云

は ゴソシオ ロジイ の一局部 を形造るな り。前 に も云へるが如 く、社会学は曹に社会 の過去 と現 在 とのみ

を研究す る ものには非ず、社会の将 来を も併せて研 究す るものな り。曹に社会進化 の歴史 を研 究するの
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みに非ず 、社会 の 目的 は如何、又如何にせ ば吾人 の尽力は能 く社会 の進化 を助 けて速 に社会の 目的 を成

就せ しめ得 るや をも研究す るものな り。左 れば社 会主義即ち共 産主義 に関す る研究批評は、 自ら社会学

の中に含有せ られつ ㌧あ るを知 り得べけん。

斯 く見来れば社会主義即 ち共産主義が社会学 と同一物 にあ らざるこ とは 自ら明か なるべ し。社会学は

曹に社会主義 と同一物 にあ らざるのみな らず、社会学は決 して他の如 何なる社会改 良手段の別名 にもあ

らず、又凡ての社会改良手段の総名に もあ らざるな り。

第 九 節 社 会 学 研 究 の 利 益

社 会学研 究の利益 に就 いては、社会学の性質に関 し以上開陳 したる処に よりて 自ら之 を知 り得べ しと

は思惟すれ ども、今 此の総論 を終結するに当 りて、聯 か此 の研究の利益 を揚言 し置 かん と欲す。

社会学の研究 より生ずる利益 は種 々雑多 にして、一々枚挙 に逗あ らざるは勿論 の事 なるべ けれ ども、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

此等魑多の利益の中にて尤 も大切な る利益、即 ち利益 の利益 とも称すべきは、社会学研究の結果 として、

番又&藩泥罷鞭 甚註曇あ釜島£翻 鶴 是盤 良ミ、徒名そ革読}韻ぞ級 各島鹸 題 見そ荷量
　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　

によ らず能 く偏僻の過失 を免 かれ得 ること、即ち是れな り。

吾人 の最 も陥ゐ り易 きは偏僻の過失 な り。如何 に有 限なる人心 の常 とは云へ、偏僻程人 々の陥ゐ り易

き過失 は少 かるべ く、又偏僻程社会に損 害を及 ぼす ものは少 かるべ し。是れ蓋 し吾人の限界狭 隆に して

事物 の全局 を洞観す ること能は ざるに因るなるべ し。今社会学 は人間社会全体 に関係 する学問に して、

社会 の凡ての現象 をば一 も漏す こと無 く、凡て之を網羅 し、之を分類 し、彼此の問の関係 を探 り、 自他

の間の秩序 を究め、以 て一見錯雑な るが如き社会 を して整然 たる一有機体た るの実相を呈出せ しむる も

のな り。 凡ての制度即 ち社会 を組織す る凡ての要 素の性 質変遷等 を個 々別 々に研究す るに止ま らず、進

んで此等要素の相 互の交渉如何 を研究 し、又進 んで此等要素の綜合的趨勢 を研究す るものな り。即ち先

づ此等要素の趨勢 を帰納 的に研究 して以て社 会全 体即ち社会其者 の 目的を発見 し置 き、次きに社会の凡

ての要素をば如何 に して最 も速 かに此の社会全体の 目的に向つて進捗せ しむべ きや を研究す るものな り。

故に吾人に して若 し社 会学の何物た るを了解 し其精神 に感化せ られなば、吾人 は何事 を為すに 当 りて も

必ず先づ事物の四方八方を眺めて其 関係如何 を探 り、全局の動静を察 して後 に或 は己れの学説 を立て或

は己れの行為 を始む るに至るべ く、従つて粗忽偏僻 の過失 に陥ゐ るを免 れ得 べ し。之 を喩ふれ ば恰 も囲
　 　

碁 を学ぶが如 けん。た とへば社会学 てふ定石 を知 らざる間 は、吾人は社会てふ碁盤 に向ひ石 を下す に当

りて も、僅か に一局部の動静を見得 るのみ に して、此 の局部 と他の局部 との関係 を洞観す るこ とを知 ら
　 　 　 　 　 　む 　 　 　 　

ざれ ば、前後左右を見合せ て打つ と云ふ こと能 はざるべ し。社会学を知 るは恰 も定石 を覚 ゆるが如 し。

一度 定石 を覚 え得て後は
、一石を下す に当 り全局 は常 に明かに眼前に横は るが故に、偏僻 の為 めに己れ

の石 を殺 し、辛苦を以て水泡 を買ふが如 きことあ らざるべ し。

今社会学研究 の利益、即 ち偏僻を避 け得 る利益 を学術研究上 と社会革新上 との両方面よ り考 へ見ん と

す。

第 一、学術研 究に対す る社会学研究の利益一 科学 専門家 の最 も陥ゐ り易 き弊害は、己れ が専攻す る

科学を凡て他 の科 学に優 りて面 白く又肝要な りと思惟 し、従 つて凡て此等 の科学を、言語 に於 てにあ ら

ずんば事実に於 て、軽蔑す るの傾向 あることな り。 見 よ形而下学者 と形而上学者 とは互に相反 目す るの

傾向 あるにあ らずや。又形而 下の諸科学者の問に於て も、或は形而上 の諸科学者の間に於ても、各 自互

に軋礫す るが如き傾 向あるにあ らずや。見 よ唯物論者 と唯心論者 の争論 を。見 よ心理学者 と哲 学者 との

抵触 を。見 よ哲学者 と宗教学者 との不和 を。見 よ宗教学者 と物理学者 との喧嘩 を。見 よ物理学者 と生物

学者 との弁難を。帰す る処皆是れ我 田引水 よ り起れ る課闘に あらず して何 ぞや。一局部に偏 して全局面

を忘 る ンよ り生 じ来れ る衝 突にあ らず して何ぞや。此等凡ての科学を して各 々其地位 に安んぜ しめ其任

務 を全ふせ しめて、而 も相互の関係 を して円滑親密 なら しむ るは、是れ正 さに社会学研究の功徳な り。

見 よ社会学 の証明 によ りて、吾人 は始 めて今 日迄人 々が棄て ㌻顧み ざりし事柄 にも、之 を研究す るの価

値 あるこ とを悟 り得 るに至れ るにあ らずや。 た とへ ば吾人 の間に存ず る古き神 話言伝 の研究の如 き、又

野蛮朦 昧なる人種 の性質思想の研 究の如 し。是れ皆人類進化 の事実を研究す るに於 て必要欠 くべ か らざ

ればな り。是 に於て乎吾人は云はん とす、社会学は凡ての真理 は神聖 なることを証明す るものな りと。
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第二、社会革新 に対す る社会学研究 の利益一 社会 は革新せ られて進歩 を速かにす るものなれ ば、何

れの国又何れの代に も革新者 を要せ ざるは無 し。或 は政治上の革新者 を要 し、或は教育上 の革薪者 を要

し、或は道徳上の革新者 を要 し、又或 は宗教上の革新者 を要す。只此等諸種の革新者 の最 も陥 ゐ り易 き

通弊は、彼等の眼界狭 きが為 めに、革新すべ き事柄が他 の事柄 に及ぼす影響 の利害如何 を看破す ること

能はず、又彼等の眼力弱 くして、其の革新が将来 に来たすべ き結果の善悪如何 を予測す ること能 はず。

之が為めに非常な る害毒を社会 に及ぼすか、或はそれ迄 に至 らざるも、折角 の革新事業 をして十分 の功

績 を呈する こと能は ざらしむること往々之 あ り。既往は追ふべか らず。 只将来 の革新者た るべ きものは

宜 しく此等の点に注意せ ざるべ からず。た とへば将来の政治的革新者 た らんものは、決 して一時 の利益

に眩惑 して百年千年の大計 を過つが如 き改革を為すべか らず 。又 之が為 めに教育宗教其他の事業が永久

に損 害を蒙むるが如き恐れ あ らば、如何に政治の為めには便 益なるに もせ よ、此種の革新は断然之 を放

郷 す るの覚悟なかるべ か らず。而 して此の見識 と勇気 とは何 処に於て之を求 め得べ きや。社会全体の現

象 を綜合 的に研 究 し、又過去現在将来 を一貫す る社会進 化の原則 を究究する社会学は、正 さに此 の場合

に於て全 局の智識 と将来 の予測 とに関 し必要なる扶 助を与ふ る ものに して、是れ社会革新 事業に対す る

社 会学 の利益 に外 な らざるな り。

岸本能武太前掲文章が主張=説 得 したかった主題は、要約すれば、こうい うことになろ うか。

すなわち、富裕な資本家たちが飽食暖衣の限りを尽くし便利快楽の極みを尽くしている社会現実
しか

の存在する一方に、貧 しい労働者たちは終年終 日骨を折 り汗を流 して働きつづけて而も正当に富

の幸福を得 られず困窮の うちに空死せざるを得ない社会現実が明らかに存在している、それゆえ、

この不公平や矛盾を解決瓢救済すべ く 「社会改良」をめざして 「社会主義」運動が生起 したのは

まことに理路であり、自分もひとりの人間ひとりの信仰者 として 「社会主義」の実際運動を推進

してやまないのだが、ただし、ひ とりの学究ひとりの知識人 という立場に戻って考えるとき、げ

んに自分が研究=追 究 している 「社会学」の理論はあくまで学問瓢学理にとどまるほかないので

ある、結局の ところ 「s。ciologyは社会に関する学問たるに過ぎず」 とい う言いかたしか出来な
かざしも

い が 、そ う言 った か ら とい っ てsociologyがsocialismの 風 下 に立 た され る の で は な い。 あべ こ

べ に 「ソー シヤ リズ ム の 抱負 、性 質 、 価値 等 の研 究 は 云 は ゴソ シオ ロジ ー の一 局 部 を形 造 る」 の

で あ る、 なぜ な らば 社 会 学 は あ らゆ る学 問=学 説 に不 可 避 の偏 僻(一 九 八 〇年 代 九 〇 年 代 の マ ス

ギ ャ クしき ほぼ

コミ関係者が軽口式に濫用する 「独断と偏見」 という用語に略近いけれど、岸本の場合はもっと

学問的な意味で`bias'の 訳語に当てていることに注意せよ)を 取 り除いてくれるし、さらに学

者が陥 りがちな唯我独尊の思い上が り心理や退嬰保守気分を修正 し真義での社会革新事業に寄与

することが出来るからである、と。 斯くのごとく要約 し得る岸本 『社会学』の理論的姿勢(目
ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ へ 　 　 ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ へ

下の論題に即 していえば、「社会主義」に向かい合 う場合の 「社会学」の位置関係 というふ うに
パ ラ フ レー ズ ヴァーサス

言い替えしておいて差 し支えないが)は 、そのまま、牧口 『人生地理学』における 《社会学vs,

社会主義》の思想的対処方式を描出してみせている、と見倣すことも可能であろう。なんにして
しんじっ かるがる

も、"若 き牧 口"が 岸本社会学理論に親泥 し且つ精通するに到った精神形成史を軽々しく見ては

ならないとおもう。
たしか

さて、以上の重大事実を検 め得たあとの、本補注の引き負 うべき残務作業として、明治前期

中期に到るまでの日本近代社会文化全体の流れのなかで 「社会主義」の術語=概 念がどのような
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しる"あ らわれかた
"を 見せ且つ どのような"受 け入れ られかた"を 印したか、というテーマについ

ての追求をおこなわなければならない。 しかし、幸いにもと称すべきか不幸にもと称すべきか、

このテーマに関してはマルクス主義陣営に属する御用著作家によって公刊された著作物がそれこ

そ山積 している(と いうのも、従来、共産党もしくは社会党のお墨付きを頂戴 した著述家以外に
サンプル

はこのテーマで執筆することを許されなかったからである)の で、その うちのどれを 《見本》に

引いておいたらいいか、却って困惑するくらいである。本補注執筆者な りに勘考を重ねた結果、
ヘ ヘ へ 　 し か

如上のお墨付 き刊行物の中にあって而 も所謂"冷 戦構造終焉"な いし"ソ 連邦崩壊"以 後とな
へ 　 　 　 ヘ ヘ ヘ へ も は や

って さ え比較 的 に(残 念 で あ るが 、 比較 的 にrelativelyの 形 容 副 詞 を取 り払 うこ とは 最 早 二 度

とき ふるい

と出来ない)公 平=客 観的な学問記述でありつづける(従 って、時の飾 に堪えて今後 も生き延

びるであろうところの)秀 作 として、細川嘉六監修/渡 部義通 ・塩田庄兵衛編 『日本社会主義文

献解説』(一九五八年二月、大月書店刊)を 挙げるのが、最も良策ではないかとの結論を得た。も

ともと 《文献解題》annotationの 役 目を果たすべく書かれた著作であり決 して 《プロパガンダ》

propagandaを 目的 として無根拠=無 責任な煽動的な言辞のありったけを書き並べた印刷物では
ヘ ヘ ヘ へ

なかったのだから、批判や淘汰にも堪え得るのは当たり前だ、と言ってしまえばそれまでだが、

ほんとうは、この書物の初版原型がつくり上げられてゆく過程 において戦時下特高警察のあの冷
ヘ ヘ ヘ ヘ へ なみだ

酷残忍な弾圧の手を掻いくぐる 泪 ぐま しい努力が積み重ねられてあ り、その努力あってこそ、

第二次大戦後の新版が素晴 しい出来ばえを示すこともあり得たし、いままた、斯 く冷戦構造終焉

後の厳正なる淘汰に堪えて生命を保ちつづけることもあり得たのである。(このことは、われわれ

に対して、どのような著作活動が時間の淘汰に堪えて後世まで生き残 り得 るか、 とい う問題につ

いて"教 訓"を 与えてくれているような気がする。)

戦後新版の 『日本社会主義文献解説』の巻頭には細川嘉六 「監修者序」と渡部 ・塩田 「編者の

ことば」が掲げられてある。まず 「監修者序」に傾聴 しよう。「本書は、すでに二五年前、『日本

資本主義発達史講座』の一分冊 として刊行 された拙著 『日本社会主義文献解説』を継承 し、発展

させたものである。/今 度のこの仕事には、豊かな将来をもつ十数人の学究の献身的な協力をえ、

じつに二年有余の日子が費 された。これらの人は、各 自多忙な自分の研究活動のなかから最大限

に時間を捻出せられ、いうまでもなくこの著作からの報酬などは全く度外視 されて、文字どお り

の献身によって参加 されたものである。いかなる困難をも、これを排して進まれんとする、これ

らの人の緊密な協力のもとに本書が成ったことを、私は心から誇 りに思っている。/二 五年前の

私の述作は、もと大原社会問題研究所で公刊した 『日本社会主義文献 ・第一輯』を土台にし、こ

れをさらに深め、 日本における社会主義思想の流れを正 しく追及せんとしたものであった。旧著

で右の事実をあえて明示 しなかったのは、当時の事情からして累が他におよぶのを、特に大原社

研の先輩 ・同僚の諸氏におよぶのを、おそれたからであった。とりわけ、いま想起されるのは、

物故 した大原社研図書館主任内藤赴夫君のことである。当時のその仕事に、彼は非常な努力を傾

注された。本書が成るについても、こうした源流が脈々とつたわり成長してきたものであること

を銘記すべきであろうと思 う。」と細川は言 う。書写 しながら、担当者は、おもわず、胸に込み上
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げてくるものを抑えかねた。つぎに 「編者のことば」に聴こう。「ここに刊行する 『日本社会主義

文献解説』は、一九三二年に細川嘉六氏が上梓 された同名の労作を継承 して成ったものである。
ママ

/お よそ歴史的研究にとって前提的な手続きの一つは、資料 ・文献の存在状況と性質 とを知るこ

とであるが、細川氏の労作は、その点で日本の社会思想史および運動史の研究上に測 り知れない

便益をあたえてきたのであった。それはまた、諸文献が、それを生みだした時代に占めていた理

論水準や意義を評価 しながら 『日本における社会主義思想の発展』を追及 している点でも、異色

ある画期的な 『解説』であった。しかもその後今 日まで、類書を他にみなかった点でも、独 自の

意義をもちっづけてきた。/一 九五五年春 ごろ、当時 『日本社会運動史年表』(国民文庫既刊)の

編集を進めていたわれわれの間に、細川氏の業績をひきついで、少なくとも敗戦前の体系的な文

献解説書を出版 しようとする企てがおこった。氏の旧 『解説』は、当時の社会事情のために一九

二八年初頭までの文献におわってお り、以来四分の一世紀以上を経過 して、続篇の刊行がひろく

学界や一般か ら要望されてきたのに、その需要はみたされていないし、しかもこの仕事の性質が

『年表』の作成 と大いにつ らなっていたからである。こうしてわれわれは細川氏にはか り、氏の

監修をお願い してこの仕事にとりくんだのであった。」

斯かる経緯を踏まえて作成されたがゆえに、この『目本社会主義文献解説』一冊は比較的に(編

者は 「目本における社会主義思想や理論がより科学的なものへ一 マルクス主義へ発展してきた

過程を、運動 と文献の関連から見つめ うるように編集すること」に特に力点をおいた、と書いて

いる歴史観は、やがて破産=崩 壊を迫 られることになった)公 平瓢客観的な学問記述であ りつづ

ける余地を残 した。以下、「概観」の記述のうち、「1一 八六八(明 治元)一 一九一一(明 治四四)

年/自 由民権一 社会民主党 平民社一 幸徳事件」(執筆者は藤井松一 ・大原慧)を 引用する

が、この 「概観」 もまた比較的に公平=客 観的なスケッチになり得ているとの当方判断に拠って

いる、明治年代における 「社会主義」の理論 と運動は、だいたい、これにて過不足無く描写し得

ていると言ってよいのではないかとおもう。

1

明治維 新によって、 日本 は封建 国家か ら近代的国家への転換 の第一歩 をふみだ した。その変革は もと

よ り、封 建的土地制度 を徹底 的に廃棄 し、新 しい階級の手に権力 を うばい とるとい う意味でのブルジ ョ

ア革命 ではなかったが、近代資本主義国家への出発点 としての歴 史的意義 を もつ ものであった。

一八六八年(明 治元)徳 川幕藩体制 は崩壊 し
、絶対主義天皇制政府が うまれたが、 この明治専制政府

に対す る闘いは、いわゆる 自由民権運動 として、明治七年の土佐立志社 を中心 とす る国会開設 請願運動

を起点に、貧農 ・都市貧 民をは じめ、ひ ろく国民各層 をまきこみ展 開 した。藩 閥専制政府内部の反対派

であ る板垣 らに よって 口火 を切 られた この 自由民権運動は、多 くの限界 をもちなが らも、その本質にお

いては、わが国における最初 のブル ジ ョア民主主義運動であった。 この 自由民権運動 をっ うじて、ブル

ジ ョア民主主義 的政治思想が発展 し、それは しだいに革命的民主主義思想 に高まっていった。

すでに福沢諭 吉、西村茂樹 、西周 ら 「明六社」 同人 によって、先進欧米諸 国の民主主義思想 が輸入 ・

紹介 されたが、その天 賦人権論 ・立憲政治理論お よび国民主権論 は 自由民権運動 の思想的支柱を なす も

ので あった(福 沢諭 吉著 『学問ノススメ』、加藤弘之著 『真政大意』 な ど)。 自由民権運動は、民撰議院

設立の要求 をもって出発 したが、人民 の言論 ・集会 ・結社 ・信仰 ・思想 ・学 問の自由な ど、ひ ろく絶対
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主義専制支配に対 して、ブルジ ョア民主主義 の実現 をも とめる国民的闘争へ と発展 した。 その闘いの中

に、人民主権や共和制 の思想 が、また人民の革命権 ・抵抗権(圧 制政府 を顛覆す る権利)の 思想 が 自由
え もり

党左派の理論 的指導者 、植木枝盛や 中江兆民 らに よって掲 げ られ たことを見お とす ことはできない。

明治一四年以後 、政府 のデフ レーシ ョン政策(松 方大蔵卿の紙幣整 理政策)を テ コとす る原始的蓄積

の強行の 中に、 自由民権運動 は、いわゆる 「上流 の民権派」 をの りこえて発展 し、農 民 ・都市貧民 を主

力 とす る 「激化 の諸事件」(福 島 ・群馬 ・加 波山 ・秩父 ・飯 田 ・静岡な ど)が あいっ いで起ったが、そ の

過程で、ロシアにお けるいわゆ る 「虚無党」=ナ ロー ドニキ(人 民主義者)の 思想や運動が紹介 された。

それは 自由民権運 動に大きな影響 をあたえ、そ の中か ら、明治一五年 樽井藤吉 らの 「東洋社会党」が生

まれた ことは注 目にあたいす る。

明治一四年一〇月、わが国における最初 のブルジ ョア民主主義のための単一政党たる 「自由党」が結

成 されたが、その中核 であった改良主義 的ブル ジ ョアジー ・地主層は、闘争の激化のまえに戦線か ら離

脱 し、絶対主義権力 との妥協の道 をす すんだ。 しか し、民権左派に指 導 された民衆は、 自由党幹部の こ

の妥協をの りこえ、は じめて人民主権 の思想 を うちた て、人民革命権 の思想 に到達 した。 この指導者が

士族イ ンテ リ、あ るいは豪農 ・豪商 ら半封建的階級 の出身で あ り、その階級的弱 さが多 くの面 にあ らわ

れ、闘争の発展を妨げた点 もある とはいえ、彼 らが 国民的闘争の過程 で、 この革命 思想 と全 国的政治闘

争 を、は じめてわが国民のなか に育てた ことの歴 史的意義 を無視す ることはで きない。

明治六年には じま る地租 改正事 業をテコ としてな された、政府の保護 育成政策 による急激 な資本蓄積

の不均等は、官営ない し政商的特権資本 の軍事工業 と零細マニュファクチ ュア との共存を必然的 に した。

そ して、マニ ュフ ァクチュアない し零細 工業 にお ける広範 な労働者層 が、原 生的な労働 関係 のもとに全

く無組織のままに放置 され てい たこ と、また さらに、膨大な農村過剰人 口が半 プロ レタ リア的な潜在的 ・

停滞的失業状態におかれ ていたことが、労働者 の家計補充 的 ・出稼的性格 を規定 した。

この ような工場労働者 の中で圧倒 的な比重 を しめる女子労働者 は、短期 の 「出稼 工女」 として農村か

ら工場地帯へ と流出 した。 したがって、きわめて流動性が高 く、その ことは彼女 らのきわめて低劣な労

働条件を規定す る条件であった。 だが、明治一九年 の甲府 山田町雨宮生糸紡績女工のス トライ キをは じ

めとして、長時間労働 と賃金切 り下げに対 して 、女工 の争議がたたかわれた ことは、た とえ自然発生的

なものである とはいえ、特筆すべ きことで ある。

また一方、各地の炭坑お よび鉱 山における奴隷労働的な苦役 をめ ぐる騒擾 ・反 抗がす でに明治初年い

らい生野銀 山や佐渡金山に発 生 した。 これ ら鉱 山労働者 の騒擾のなかで もっ ともはげ しく、かつ また、

広 く社会の関心の的 となった ものは、明治五、一二お よび二〇年の三回にわたって勃発 した高 島炭坑坑

夫の暴動事件であ る。三宅雄 二郎主宰の反 欧化主義 団体た る 「政教社 」の機 関誌 『日本人』 は、 はじめ

て高 島炭坑 問題 を とりあげ、その坑夫虐待 の実況 を暴露 し、「三千 の奴隷 を如何にすべきや」(第 九号)

「輿論は何にが故に高島炭砿 の惨状 を冷眼視す るや」(同号)と 訴 えた。

自由民権運動に対する弾圧 と原 始的蓄積 の強行の うちに、明治二三年 には明治憲法 の成立 と帝国議会

の開設 とともに天皇制絶対主義は、半封建 的土地所有制度 を固有の基礎 とし、特権大ブル ジ ョア ジー と

国家資本 を支柱 として確立 したが、その年 はまた同時 に、わが国におけ る最初の資本 主義恐 慌の勃発 し

た年 であった。 この時期を画期 として近代 的社会 問題 ・労働問題があ らわれは じめたが、以上の よ うな

原始的蓄積期 において拾頭 した 自然発 生的な社会運動 ・労働運動は、それ 自体、明治 三〇年以降 に展開

され た近代的労働運動への先駆的意義を もっ とはい え、まだ社会主義運動 とい うことはできない。なぜ

な らば、 当時 においてはまだ社会主義が運動 の指導的理論 とは ならず、プ ロレタリアー トの歴史的使命

が 自覚 され るにはいたっていなかったか らであ る。

明治一五年、お よび明治二二年にそれぞれ 「車会党」 と 「同盟進工組 」が結成 され たが、それはいず

れ も古い タイ プの手工業的職人の指導の もとにつ くられた、小生産者 的意識 の抜けぬ同業組合的性格の

もので、 まだ近代的労働組合 とい うこ とはできない。

明治二三年議会政治の開始 とともに、かつて 自由 と民主主義 をめざしてたたかった 自由党 は、急速 に

その革命性 を否定 しつつ、改良的ブルジ ョアジー と寄生地主 との同盟 が主導権 をにぎ り、板垣 らブル ジ
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ヨア的上流 民権派 の妥協的色彩が露骨 とな っていったが、植木枝盛 、中江兆 民の流れ をくむ左 派下流民

権 派の急進 ブルジ ョア 自由主義者は、労働者 階級 をめ ぐる新 しい社会問題 の発 生に関心 を寄せ はじめた。

その ような中か ら、 自由党左派 の領袖であ る大井憲太郎は、明治二二年一二月 『あづ ま新聞』 を創 刊 し

て労働 問題 を論 じたが、明治二四年には 自由党 を脱党 して 「東洋 自由党」を結成す るにいたった。

東洋 自由党が創立 され ると、党の政綱を実現するため、「普通選挙期成会」 「日本労働協会」 「小作条例

調 査会 」が組織 された。同党は、「その綱領には財 政を整理 し、国家経済 の許す 限度に従ひ、漸次民力の

休養(殊 に労働者の保護)を 為す こと等 の文字 あ りた りき」(片山潜 ・西川光二郎共著 『日本之労働運動』)

といわれる ように、労働者保護 を綱領 に採用 した最初の政党であった。 その 「貧 民労働者の保 護」 とい

う形の労働 運動 と普選運動 とがまだ本格的 な運動 をこころみるにいた らぬ うちに、同党は明治二六年一

二月に解散 した。 それ は、小ブル ジ ョア急進 主義 が労働運動 に転換 してゆ く過 渡形態 であった。

これ らの 自由党左派 の指導 による諸政党の運動 は、いずれ も特異な歴史的地位を しめるもの であるが、

社会主義運動 の出発点 とみ るこ とはで きない。なお 、東洋 自由党 の結成 と年 を同じくして、酒井雄三郎、

大道和一、佐藤勇作 らによって、わが国最初の 「社会 問題研究会」がつ くられている。

すでにのべた よ うに、明治 一〇年代後半 か ら二〇年代後半にかけての社会運動 ・労働運動は、いまだ

社会主義をその指導理論 とす るにはいたってい ないが、先進欧米諸 国か らの社会 主義思想 の輸入 ・紹介

あるいは独 自の研 究は、明治一四年 ごろか ら行 われ は じめた。 この時期 における社会 主義思想の宣伝 ・

流布 に大 きな役割 をはた した ものは、徳富蘇峰 の主宰す る 「民友社 」の～派、中江兆民の一派、お よび

自由党左派であ る。

明治一四年四月、小崎弘道 の 「近世社会党 ノ原 因ヲ論ズ」を掲 載 した 『六合雑誌』 は、ユニテ リア ン

派 プロテス タン ト教会の宣伝雑誌 として創刊 され たが、そ の後キ リス ト教社会主義の立場 か ら社会主義

思想紹介の論文 を数多 く掲載 し、進歩 思想 の発展 に貢献す るところが大 きかった。 なおこの期 間には、

樽井藤吉の 『東洋 の虚無党』、西河通徹訳 『露国虚無党事情』、原 田潜 『自由提綱財産平均論』、中江兆民

主宰 『政理叢談』 などが あらわれているが、わが国の社会主義思想の発展に もっ とも多 く貢献 したもの

は、徳富蘇峰の 『国民之友』で ある。かれ は後 には超 国家主義者に変節 したが、当時は 自らの思想的立

場 を 「平民 的民主主義」 とよび、進歩的思想 家 としての役割 を担っていた。同誌 は社 会主義思想 につい

ての数多 くの、 しかも注 目すべ き諸論文を発表 し、また 呼 民叢書」 として例 えば 『現時之社会 主義』

を発行 し、多 くの知識人の 目を社会 主義 にたい して開 く役割 を果 したのである。

このよ うに、この期 間には、自由民権思想か ら更に、社会 主義思想 の輸入 ・紹介が行われは じめたが、

それ はいまだ一部 の急進的知識階級 による啓蒙 ・普及運動 の域 をこえず、社会主義思想は労働者大衆 を

とらえるまでにはいた らなか った。社会主義思想 がわが国に根づ き、労働者階級の解 放のための理論 と

してよ うや く展 開されは じめ るのは、 目清戦争後 をまたねばな らない。

2

日清戦争 の勝利 の後、 よ うや く確立 した 日本の資本 主義 は、一方で は、依然 として半封建 的な土地所

有制度を物 質的基礎 としなが ら、他方では、世界資本主義 の帝 国主義段階へ の発展に照応 するために軍

事化を強行 し、急速 に帝 国主義 の方向にすすんだ。

日清戦争は、清 国か らの賠償金 の流入 とあいまって 日本 の資本主義 を確立 させ、綿紡績 工業、軍需 工

業、金属工業、造船業 な どを飛躍的 に発展 させ る機会 となった。 しか し、軍事産業 を中心 とする戦後諸

産業の勃興 と確 立は、 もとよ り賠償金 の資本化だ けではおいつかず 、 さらに地租増徴 ・増税 ・公 債な ど

に よる労働 者 ・農 民か らの収 奪を前提 として遂行 されたのである。 このよ うな情勢 を背景に近代的な労

働者階級が発 生 し、その組織が形成 され、資本 にたいす る新たな闘争が開始 され た。

明治三〇年四月、「職工義友会 の激」(職 工諸君 に寄す)を 出発点 として、七月 には 「労働組 合期成会」

が創立 され、一二月には期成 会を母胎 として 「鉄工組合」が結成 され た。 翌三一年二月には、上野=青

森 間の列車 を完全 に停止 させ た歴史的な 「待遇改善ス トライキ」が起 り、この闘争 のなかか ら 「日本 鉄

道矯正会」が生れた(四 月)。八月 には 「活版印刷 工組合懇和会」が組織 された。

成立期にお ける労働組 合の性 格は、労資協調 にもとつ く職能別 労働組合 であったが、運動の発 展は、
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ただちに社会政策立法の要求 、普通選挙請願運動へ とすすんだ。

一方
、農村では、地租 その他 の諸税 の軽減 、鉄道 ・道路等建設 のための不当な土地収 用反対 、天 皇制

国家 に収奪 された林 野 とりもど しなどの要求が全国いたる ところで開始 された。とりわけ、「足尾鉱 毒事

件」 は、 国家権力な らびに特 権的ブル ジ ョアジー にたいす る農民の闘い として、労働者 ・知識人 ・社会

主義者 らの支持をえて展 開され た。

労働者の組合組織化 な らび に、農民闘争の激化に恐怖 した山県 内閣は、明治三三年三 月 「治安警察法」

を制定 して、労働者 ・農 民の組織 と運動 を徹底的 に弾圧す る体制 を整 えたが、労働組合運動 は、 はや く

も社会主義思想 と結合 しは じめた。 「日本鉄道矯正会」第 二回大会(明 治三 四年三月)は 、組合員 に普選

運動 に参加す るよう指令す る とともに、いちはや く、社会主義的立場を宣言 した。 また、四月三 日、向

島公園で政府の弾圧 をけって開催 された 「日本労働者 大懇親会」には数万の労働者 が集 ま り、「労働者保

護、幼年婦人労働者 の保護 、労働者 の完全無料教育 、普通選挙権、毎年の定期集会 の開催」 を政府 に要

求す る決議を満場一致で採択 した。

社会主義理論の研 究も、明治 三一年 「社会主義研究会」が設 立 されたこ とによって本格的 には じまっ

た。社会主義研究会は、は じめ 「社会主義 の原理 とこれ を 日本に応用するの可否」 を研究す る学術 団体

として発足 し、毎.月一回 、サ ン=シ モ ン、 フー リエ、 ラッサール 、ルイ ・プ ラン、プルー ドン、マル ク

ス、ヘ ンリー ・ジ ョー ジなどの社会主義思想 を紹介 した。 しか し、当時にあっては、 「科学的社会主義」

と 「空想 的社会主義」 との歴史的位置づ け、「国家資本主義」 と 「社会 主義」 との区別 さえ明 らかに され

えない状態であ り、また、会員のなかには、キ リス ト教徒、社 会主義者、その反 対者 、人道主義者な ど、

さまざまな思想の持 主が混在 していた。

しか し、学術団体 として発足 した社会主義研究会 も、労働者 ・農 民運動 の発展 に刺激 され、三三年一

月 には、はや くも安部磯雄 の会長就任 とともに実践的態度 をと り、研 究会 を 「社会主義協会」 と改称 し

た。一月 には普通選挙の問題 を論 じ、五月 には工場法 に関す る討議 をなし、「社会主義協会私案 」を作成

す るとともに、工場 法成 立促進運動 に積極的 に参加す ることを全員一致 で決議 した。協会の構成員 も学

者 を中心 とす る団体か ら、 しだいに社会主義者 中心 とな り、労働者 ・学生 ・新 聞雑誌記者等の参加が多

くなっていった。

明治三四年五月二〇 目結成 され た 日本 にお ける最初の労働者 政党 「社会民主党」は、 この ような社会

主義理論研究の発展 と労働運動 の高揚 とを背景に組織 された ものであ り、そ の 「宣言」は、社会主義理

論研究成果の 日本への適用 の集約的表現 であった。社会民主党は、民主主義的諸要求 を綱領に掲げ、暴

力革命 に反対 し、普選運動 を当面最 も重要な任務 とし、議会主義によって平和的 ・合法的に社会主義社

会 を実現する とい う、穏健その ものの結社であったが、即 日禁止 された。

労働組合組織 の 自由を奪われ、労働者政党の結社が禁止 されていたにもかかわ らず、社会主義思想は、

この時期にかな り普及 ・発展 した。 なかでも、社会主義協会の活動 はめざま しく、海外の社会主義思想

をひ ろく日本に紹介す るとともに、明治三五年 か ら三六年 にかけて一八二回の 「公開集会」を開催 した。

そ の結果、社会主義 思想 は しだいにひ ろまってい った。 しか し、 これ らの理論 ・思想は労働 者階級の 日

常闘争 との結びつきを妨 げ られ てい たた めに、革命的なマル クス主義理論 ・思想の把握にまで高ま るこ

とはで きなかった。

この ような事情は、この時期 にお ける社会主義理論の最高水 準を しめしてい る幸徳秋水 ・片山潜 の業

績 のなかに も典型的 に表現 されてい るとともに、「社会主義」とい う言葉が福地源一郎や大隈重信 らによ

って さえ、俗流化 されて もて あそばれた ことのなかにも反映 してい る。

『社会主義神髄』(幸 徳)、 『我社会主義』(片 山)の 二著は、明治 の社会主義者が到達 した社会 主義理

論 の最高水準 をしめ しているが、両者 の理論的相違 は、そのまま労働運動 にたいす る両者の結びつ きの

差異 を表現 してお り、そこに、明治 の社会主義者た ちが、社会主義革命 の担い手 としての労働者 階級に

たい して、 どの ような認識 をもって いたかが典型的 に表現 されている。幸徳は、 ここで、はや くもマル

クス ニエ ンゲルスの著作 を読み、「唯物史観」に接近 していたにもかかわ らず、労働者階級の歴史的役割

を理解で きなかったために、社会主義実現の方法 に関しては 「普通選挙運動 による議会主義革命 」に終
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らざるをえなかった。 これ にたい して、キ リス ト教的社会改良主義者 として 出発 し、その後、労働者 の

組 織活動 のなかで社会主義者に しだいに成長 してい った片 山は、理論的にはまだ混乱 していた とはい え、

はや くも労働者階級の歴史的地位 を直観 的に把握 していたのである。

日露戦争が開始 され ると、社会 主義者 たちは、呼 民社」の活動 を中心 に、週刊 『平民新 聞』、『直言』

を発行 して反戦 ・平和 の闘争 を展開 した。当時の社会主義者 の中には、 フランス的な 自由民権 思想、 ド

イツ的な議 会主義 的合法主義 、キ リス ト教的人道主義な どの思想 が混在 していたに もかかわ らず、 日露

戦争勃発 の危機 にあた り、 な らび に戦時をつ うじて反戦 ・平和の中心 目標 に結集 し、政府 のあいつ ぐ弾

圧、生活の困窮 にも屈せず 、最後まで一貫 して主戦論 にたいする 「勇敢 な輝か しい闘争」をつづ けたの

であ る。

反戦運動にたいす る弾圧 は激 しくなっていった。新聞はあいつ いで発行停止 とな り、社会主義者 の集

会はいた るところで禁止 され 、社会主義協会は解散 させ られ、労働者 の園遊会まで禁止 された。また、

社会主義者 には、国賊 ・前科者 ・露探(ロ シアのスパイ)な ど、国民か ら孤立 させ るためのあ らゆる悪

口が あびせ られた。

以上の よ うに、わが国の社会主義運動は、労働者階級の組織 的運動 の開始 とともに成立 し、なに よ り

も民主主義 の確立を要求 し、また反戦闘争 と して展開 された。 このこ とは、 日本資本主義の半封建的 ・

侵略的な性格に対応す るもので ある。

しか し、労働者 階級 との結びつ きを切 りはな されなが ら 「ガラス張 り」 の中で活動 し、議会主義的合

法主義の枠 を抜 けることのできなかった この時期 の社会主義運動は、天皇制政府の兇暴な弾圧 に うちか

っ ことは不可能であった。 このこ とは、労働者階級が未成熟であ り、社会主義者の側で も労働 者階級の

革命的階級 としての歴 史的任務 に無理解で あ り、 した がって労働者 階級 の組織化 と、それ との結合に社

会主義者が十分に積極 的でなかった 当時の歴 史的制約 をあ らわしてい る。

3

日本資本主義は、 目露戦争の勝利 によって南樺太 ・朝鮮 を合併 し、軍事力 を背景に満州 ・中国市場へ

の支配 を強化 して帝国主義国 としての地歩 を確立す る とともに、他方において、戦費外債 ・外資導入 な

どによって英 ・米な どの先進独 占資本主義諸国への従属性 をますます強め るこ ととなった。
ブ 　 ム

す でに戦前か ら銀行 ・紡績 な どを中心 に行 われた資本の集積 ・集 中は、戦争時の好景気 と戦後恐慌(明

治 四〇～ 四一年)と を通 じて重工業 ・化 学工業 ・電力事業 など、広範 に独 占を形成 ・発展 させ、 とくに、

三井 ・三菱 ・住友 をは じめ とす る 「財 閥」資本 は、国家資本な らびに外 国資本 と結びついて、そ のカ を

強めた。

「挙 国一致 の聖戦」 と 「愛国主義」運動 のスローガンのもとに、戦争のあ らゆる犠牲 を背負わ されて

きた労働者 ・農民 は、戦争の進行 に伴 う物資 の欠 乏 ・労働強化 などに よる生活 苦が累積す るにつれて 、

戦争の矛盾 を身 をもって感 じは じめた。横浜電車 ・日本新 聞 ・播州塩業 ・浦賀 ドックなどの労働者 は、

すでに戦 時中か ら 「賃上要求」「賃下反対」の争議 にたちあがった。 とりわけ、国民のつも りつ もった不

満は、戦 争の終結 とともに爆発 し、明治三 八年 九月五 日に開催 された 「屈辱講和反対 国民大会」 の暴動

化 となった。極端 な軍国主義者、野心的な政友会 員な どによって指導 された 「ポー ツマス講和反対 国民

大会」の意 図は、 日露戦争の勝利に よる 目本 の略奪物 の不足 にたいす る不満 を表 明 しよ うとしたもので

あったが、そこに動員 された国民は、大会 指導者 の意 図をはるかにの りこえて実力 による大衆行動 を展

開 し、東京 全市を二 日間にわた って騒擾 にまき こんだ。東京 の焼打 ち事件は、横浜 ・大阪 ・名古屋 ・神

戸、その他各地に動揺 をお こさせ 、それ以 降明治 三九年には、軍需 工場 の労働者 を中心に 「賃上要求」

「首切反 対」闘争が各地 にひろがった。

「反戦」 とい う共通 の 目的の もとに、多様 な思想を持ちなが ら 「平民社」に結集 して活動 してきた社

会主義者 たちは、戦争の終結に よって変化 した情勢の もとで、 「平民社」 を解散 し、分散 した。

石川三四郎、木下 尚江、安部磯雄 らは、キ リス ト教社会主義の立場 で 『新紀元』(明 治三八年一一 月)

を創刊 し、「万国の平和主義 と普通選 挙制度 の実施」を抱負 として活動 し、唯物論の立場にあった西川 光

二郎 らは 『光』(同年同月)を 創刊 し、週刊 『平民新聞』『直言』の伝統 を継承 し、 目本社会党成立後は、
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その中央機 関紙 となった。堺利彦は 『家庭雑誌』 を発行 して生活の資 としていた。

「日本社会 党」の結成(明 治三九年二月)は 、各 地に分散 していた社会主義者 の勢力 を一っに結集す

る役割 を果 し、また、「普通選挙連合会 」を中心に実践活動 にの りだ し、三九年三月、九月の二回にわた

って 「国家社 会党」 と共催 して 「東京市電値上反対市民大会」を指導 し、勝利 して大衆 との結びっきを

すすめ、党員 もしだ いに増加 し、数 ヵ月の うちに全国 に一五支部が設 立 され た。

明治四〇年 か ら四一年 にか けてお こった戦後恐慌 は、労働者 階級 の窮乏 を深 め、階級闘争を激化 させ

た。 すでに前年末、大 阪砲兵 工廠の労働者は一〇 目間にわた るス トライ キを闘 ったが、南助松 ・永 岡鶴

蔵 らの指 導で 「大 目本 労働至誠会」 を組織 していた足尾銅山の労働者 は、四〇年二月四 日か ら 「待遇改

善要 求」ス トライキに入 った。労働者のたえがたい不満は会社 側の 「要求拒否」に あって爆発 し、組合
ヘ へ 　

の統 制をの りこえて暴動化 し、七 日軍隊の出動に よって鎮圧 されたが、 これ をのろしに労働 争議 は、長

崎造 船 ・北海道 幌内 ・夕張炭砿 ・別子銅 山とあいついでお こり、四〇年 のス トライキ件数は一六五件 を

数 え、これ までの最高 を記録 した。 しか し、労働者の闘争 はしば しば軍 隊の出動 によって弾圧 され た。

明治四〇年 一月、『光』 によった社会 主義者 と 『新紀元』にあ った石川 らは合 同して 日刊 『平民新 聞』

を発 行 した。 この とき、安部 、木下 らは運動の第一線か ら姿を消 し、それ以降、キ リス ト教社会 主義者

は、運動 の初 期に果 した よ うな積極的役割 を失 った。
　 へ

日刊 『平民新聞』は、社会主義者 の手 になる最初の 日刊新聞であ り、社 会主義実現 の手段については、

これ まで と同 じく 「普通選挙 にもとつ く議会主義」の方向を とっていた が、この年、四〇年二月、幸徳

秋水が 「余が思想の変化 」を掲載 し、議会政党化 した社会主義の腐敗 ・堕落 を世界の現状に照 して鋭 く
ヂ レ ク ト ゆア ク シ ョ ン

批判 し、「直 接 行 動 」を主張 したこ とが、社会主義者の間 に大 きな波紋 をまきお こし、思想的対立を表

面化 させ 、日本社会党第 二回大会 を 目前 にひかえて、堺、田添鉄二、石川 らを加 えた論争が展開 され た。

この論争は、大会において最高潮 に達 し、「党則の改正」「運動方針」を中心 に激 しく闘われ 、「直接行動

論」 「議会政策論」 「折衷 論」 に分立 し、火花 を散 らして衝突 した。対立 をは らんだ大会は、結 局評議員

提案 の折 衷論 に落ちついたが、そ の原案は 「直接行 動論」 と 「議会政策論」 との対立を考慮 した苦心の

折衷案であ り、幸徳 を中心 とす る 「直接行動論」が、伝統的な 「議会政策論」 にたい してあな どるこ と

のできない勢 力になってきた ことを証明するもので あった。

これ らの論 争は、社会 主義者た ちが、 日本社 会主義運動の戦術 を反省 した最初の もの としての意 味を

もっている。 とりわけ、幸徳 の 「直接行動論」は、 日本の社会主義 がこれ まで歩んできた議会 主義 的合

法主義が、権力の前にいかに無力で あったかを反省 した うえに築かれ たものであ り、 ロシア第一革命 を

先頭 とする世界の革命 的潮流 に鋭敏 に呼応 しよ うとした ものであった。そ して幸徳の 「直接行動論」 の

底には 「天皇制」への批判 の萌芽がみ られたが、 この問題は発 展 させ られ なかった。そ して幸徳 の主張

は、小ブル ジョア急進主義の一変種 であるアナル コ ・コミュニズムの立場 に立 っていたために、労働者

階級の組 織化 と政治闘争化の課題 にね ば り強 く立 ち向か うことができず 、革命的情熱の発 散が、かえっ

て暴動是認、一揆主義に転化す る危険性 をもっていた。第二回大会決議 の通過 を理 由に 日本社会 党が結

社 を禁止 され、 日刊 『平民新 聞』 も発行禁止 されたの ち、 「直接行動派」 と 「議会政策派」 との対立は し

だいにはげ しくなっていった。

明治四〇年 六月、「大阪平民新 聞」(の ち 『日本平民新聞』)、『社会新聞』が あいっいで創刊 された。前

者 は、森近運平 によって編集 され たが、幸徳 を中心に、かれの思想 に影響 され た堺、山川 均、大杉栄 ら

が支持 し、 「直接行動派」の機 関紙 の観 を呈 し、後者は、 「議会政策派」片 山を中心 に、 田添、西川 らが

参加 した。片 山、 田添 らは、第ニイ ンターの正統派 をもって 自任 し、労働者階級 を労働組 合に組織 し、

普選運動を通 じて社会主義を実現す る とい う方針 をとったが、幸徳 派はこれ を 「国家社会主義 だ」 と嘲

笑 した。 さらに明治四一年二月、「直接行動論」 に影響 された西川光二郎 は、『社会新聞』を脱退 して、

赤羽一 らと 『東京社 会新 聞』 を発行 した。

『大阪平民新聞』にあった堺 、森近、 山川 らは必ず しも幸徳のアナル コ ・コ ミュニズム と同一 の立場

ではなく、いずれ も、ほぼ第ニインター正統派の立場 にあった。かれ らは、議会主義 ・改良主義を批判

す るあま り、社会主義 と無政府主義 との区別 を意識せず に無政府主義 と結 びつ き、いたず らに、片山派
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ゼ ネ ス ト

に 「修正派」 のレッテル を貼 り、 「総 同盟罷工」論か ら 「暴動是認」 の思想 にまで陥 っていた。

各地 に大規模 のス トライ キ、鉱 山暴動 な どがあいっ ぎ、労働者 階級 の組織 と指導 とが最 も必要 とされ

ていた とき、社会 主義者た ちは、 この ように社会 主義 と無政府主義 とを混 同し、社会主義 も、いわゆる

第 ニインターの 「正統派」 と 「修正派」 とに分立 ・抗 争 していた。 かれ らはまだ、第ニインター主流派

の 日和 見主義を批判 した レー ニンや ローザ ・ルクセンブル グ らの、革命的マル クス主義の進 出を理解す

るこ とができなか った。

明治 四一年六月 、堺 、山川、荒畑寒村 、管野スガ、大須賀里子 ら一三名 は 「赤旗 事件」で逮捕 され 、

七 月、これ を契機 に西 園寺 内閣にかわって成 立 した桂 内閣は、ます ます社会主義者 にたいす る圧迫 を強

化 した。 「赤旗事件」 にっついて八月には、 「電車賃値 上反対大会」 の判決が確定 し、反議会政策派 の主

要 メンバ ーは、ほとん ど獄中につながれ た。

幸徳 ら無 政府主義者 は、 このよ うな国民の 自由 と権利 とを圧殺す る根源で ある天皇制に批判 をもち、

その打倒 のために革命 的闘争 を計画 した。 しか し、彼 らは、天皇制 の本質 を政治機構 として把握 してい

たわけではなかったので、かれ らの運動 は、階級 的大衆 闘争 を組織す る方向にむかわないで、「天皇」個

人 にたいす るテ ロリズムの方法でその 目的を達 しようとす る焦った戦術 が、そのなかの一部分子 によっ

て採用 された。 明治四三年五月、宮下太吉、管野スガ らによる天皇暗殺計画 を知った政府 は、幸徳 をは

じめ、この計画 には何 ら関係 もない数百名 の社会 主義者 および無政府主義者 を全国的に検挙 し、暗黒裁

判 で、いわゆる 「大逆事件」 をで っちあげ、幸徳 、森近 ら、一二名 を死刑 に、一二名 を無期懲役 に、二

名 を八年 お よび一〇年 の有期刑 に処 した。

言論 ・思想 ・集会 ・結社 の自由は極度に圧迫 され た。政府 は 「特高警察」 を設け、社会主義者 にたい

す る公然 た る見張 りと尾行 とを強行 し、狂気 じみた弾圧 をいっ さいの社会運動に加 え、国民の間に社会

主義 ・無 政府主義 にたいす る恐怖 と憎悪 の念 をか きたてた。社会 主義運動 の 「冬の時代 」が到来 した。

しか しなが ら、世界 の批判 を無視 して強行 した 「大逆事件」 の大弾圧 は、かえって国民に天皇制へ の

疑惑をよび さま し、良心的思想家 に天皇制 と対決す る ことな しには、い っさいの 自由 も解放 もないこ と

を さとらせは じめた。 このよ うな状態の中で、ひ とり片山は 『社会新 闘』の発行をつづけ、労働者 階級

に呼びかけた。 明治四四年末 か ら翌年初頭 にかけての東京市電 ス トライ キの勝利のかげには片 山の活動

があ り、その結果 かれ は投獄 された。

以上の ように、この時期 の社会主義運動は分 裂の苦 しみをなめ、そのカ を一つに結集す ることができ

なかったのであるが、マル クス主義理論 ・国際社会主義運動 ・無 政府 主義 の研究はたかめ られ た。

『社 会主義研 究』(明治三九年三月)は 、堺 によって創刊 された最 初の専門的な社会主義研究雑誌 であ

り、『共産党宣言』 『空想 よ り科学への社会主義の発展』 の翻訳、 国際社会主義運動 の歴 史、現状報告 、

無政府 主義の紹介 をな し、森近 ・堺共著の 『社会主義綱要』(明 治四〇年一月)は 、「唯物史観 」「剰余価

値 」「階級闘争」の理論が、目本の社会主義者た ちによって理解 され は じめたことを しめ して いる。これ

と前後 して 『大阪平民新 聞』紙上 に 「マルクスの資本論 」が山川均 によって、また安部によって 『社会

新聞』に紹介 され た。 しか し、マル クス主義 思想 は、まだ一般論 として理解 されてお り、それ を具体的

な 目本の社会構 造の分析 にまで適用す ることは後の課題 となった。 した がって、それに対応す る運動 の

組 織論 や戦術論 は導 き出せなかった。

一方、 この時期 には、クロポ トキンをは じめ数 多 くの無政府主義理論 の紹介が合 法 ・非合法 でなされ

てい る。 このこ とは当時の世界社会主義思潮 の反映であるが、 とりわけ、急速 に独 占段階に移行す る戦

後の 日本で、階級 的矛盾 が激化 し、労働者 の闘争は 自然発生 的に高揚 してきた にもかかわ らず 、階級 的

成長がお くれていた状 況のも とで、小ブルジ ョア急進 主義 の一変種 である無政府主義が影響 をもった と

み るべきであろ う。

以上の引用によって、われわれは明治時代全期をつ うじて 「社会主義」の思想および実際

運動がどのような推移=発 展の道を辿っていったか、というテーマについての"必 要最小限"の
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まっ しょうめん

基礎知識を再確認することが出来た。時代に真 正 面 から立ち向かっていった 《誠実の理性人》

牧 口常三郎は、当面の重要命題である 「社会主義」に関しても百パーセン トの誠実さと理性 とを

傾注 し且つ完全燃焼させたはずである。そして、そのことが晩年における学聞研究や宗教実践を

基底部で支えることとなったはずである。それゆえ、本補注担当者 としては、ここでの過剰 とも
、 、 と じ おおかた

見える引用(=文 献的論証)の 作業を以てゆめ徒爾なる努力 とは認めた くない。敢て大方の御理
ゆえん

解を賜 りたき所以である。

なお、本項 目に関連する別注釈 として、次項 目 「3『社会党』 と称 し」の補注記事を是非 とも

参照されんことをお願いする。
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